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No.７８No.７８２２

本市の人口と世帯数（２７年１月３１日現在）
人口　１１万５８６１人（男性５万５１０８人、女性６万７５３人）

世帯数　５万７２世帯
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Ｐ１７～３１

今今今今今今今今今今月月月月月月月月月月のののののののののの主主主主主主主主主主なななななななななな内内内内内内内内内内今月の主な内容容容容容容容容容容容

各種団体と災害時の応援協定を締結

今年は統一地方選挙の年です

無料ごみシールを配布します

子育て・くらし・文化・スポーツの情報

３３月月１１４４日日、、１５１５日日、、「「じないまじないまちち雛 雛 めぐり」が開催されます。めぐり」が開催されます。 　　　　※関連記事※関連記事３２３２ページページ
ひな
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近
い
将
来
、
高
い
確
率
で
発

生
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
南
海
ト

ラ
フ
巨
大
地
震
な
ど
の
大
規
模

災
害
時
に
、
迅
速
か
つ
的
確
な

復
旧
復
興
や
被
災
者
支
援
を
す

る
た
め
、
各
種
団
体
と
災
害
時

の
応
援
協
定
を
積
極
的
に
結
ん

で
い
ま
す
。

　
な
お
、
　

年
度
中
に
締
結
し

２６

　
今
年
は
未
曾
有
の
大
災
害
と

言
わ
れ
る
阪
神
淡
路
大
震
災
か

ら
　
年
、
東
日
本
大
震
災
か
ら

２０
4
年
が
経
過
し
ま
す
。
私
た
ち

は
、
こ
の
大
規
模
災
害
の
教
訓

を
忘
れ
る
こ
と
な
く
、
防
災
意

識
を
持
ち
続
け
る
と
と
も
に
、

災
害
に
対
す
る
備
え
を
す
る
こ

と
が
重
要
で
す
。

防
災
無
線
を
整
備
し
て
い

ま
す

　
本
市
で
は
、
風
水
害
な
ど
に

備
え
、
防
災
無
線
シ
ス
テ
ム
を

整
備
し
て
い
ま
す
。

　
同
シ
ス
テ
ム
で
は
、
市
役
所

に
設
置
し
た
親
局
か
ら
、
土
砂

災
害
危
険
箇
所
な
ど
に
設
置
し

た
子
局
へ
防
災
情
報
を
無
線
で

送
信
し
、
ス
ピ
ー
カ
ー
か
ら
放

送
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
こ
れ
に
よ
り
、
風
水
害
な
ど

に
よ
る
土
砂
災
害
な
ど
の
被
害

発
生
の
危
険
性
が
高
ま
っ
た
と
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防
災
無
線
を
活
用
し
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ままままままままままままままままままままままままままままままままま

定
期
放
送
を
実
施
し
て
い
ま
すすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすす

た
協
定
な
ど
は
左
表
の
と
お
り

で
す
。

　
本
市
で
は
、
今
後
も
各
種
団

体
と
の
協
定
締
結
を
推
進
し
、

大
規
模
災
害
に
備
え
て
い
き
ま

す
。

問
い
合
わ
せ
　
危
機
管
理
室

（
内
線
４
２
３
）

各種団体と災害時の

　　　応援協定を結んでいます
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き
、
避
難
勧
告
な
ど
の
情
報
を

い
ち
早
く
皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

定
期
放
送
を
実
施
し
て
い

ま
す

　
防
災
無
線
を
活
用
し
、
災
害

発
生
時
に
備
え
た
平
常
時
の
放

送
点
検
と
、
子
ど
も
た
ち
に
帰

宅
を
呼
び
掛
け
る
た
め
に
定
期

放
送
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

と
き
・
内
容

■
毎
日
、
午
後
６
時
（
　
月
～

１０

翌
年
２
月
ま
で
は
午
後
５
時
）、

童
謡
「
夕
焼
け
小
焼
け
」（
メ
ロ

デ
ィ
の
み
）

■
毎
月
　
日
、
午
前
　
時
　
分

１７

１１

５８

ご
ろ
、
防
災
啓
発
放
送

※
東
日
本
大
震
災
の
発
生
か
ら

４
年
と
な
る
３
月
　
日

、
午

１１

後
２
時
　
分
ご
ろ
に
も
防
災
啓

４６

発
放
送
を
実
施
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
危
機
管
理
室

（
内
線
４
２
３
）

災
害
に
備
え
て
！
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罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫

今
年
は
統
一
地
方
選
挙
の
年
で
す

　
４
月
に
統
一
地
方
選
挙
が
実

施
さ
れ
ま
す
の
で
、
必
ず
投
票

し
ま
し
ょ
う
。

期
日
前
投
票

　
投
票
日
に
次
の
よ
う
な
事
情

で
、
投
票
所
へ
行
く
こ
と
が
で

き
な
い
と
予
想
さ
れ
る
人
は
、

期
日
前
投
票
が
で
き
ま
す
。

　「
仕
事
に
従
事
す
る
予
定
が

あ
る
人
」「
レ
ジ
ャ
ー
や
買
い
物

な
ど
何
ら
か
の
用
事
で
、
投
票

区
外
に
滞
在
す
る
こ
と
が
見
込

ま
れ
る
人
」「
病
気
、
負
傷
、
妊

娠
、
身
体
の
障
が
い
な
ど
に

よ
っ
て
歩
行
が
困
難
な
人
」

◎
府
議
会
議
員
選
挙
＝
４
月
４

日

～
　
日


１１

◎
市
議
会
議
員
選
挙
お
よ
び
市

長
選
挙
＝
４
月
　
日

～
　
日

２０

２５

※
い
ず
れ
も
、
土
・
日
曜
日
を

含
む
午
前
８
時
　
分
～
午
後
８

３０

時
ま
で
。

と
こ
ろ
　
市
役
所
４
階
４
０
１

会
議
室
お
よ
び
金
剛
連
絡
所
２

階
ホ
ー
ル

郵
便
な
ど
に
よ
る
不
在
者

投
票

　
身
体
障
が
い
者
手
帳
や
戦
傷

病
者
手
帳
、
ま
た
は
介
護
保
険

被
保
険
者
証
を
お
持
ち
で
、
次

の
要
件
に
該
当
す
る
人
は
、
自

宅
な
ど
で
郵
便
な
ど
に
よ
る
不

在
者
投
票
が
で
き
ま
す
。

身
体
障
が
い
者
手
帳
の
記
載
内

容■
両
下
肢
・
体
幹
の
障
が
い
、

ま
た
は
移
動
機
能
の
障
が
い
が

１
・
２
級
の
人

■
心
臓
・
じ
ん
臓
・
呼
吸
器
・

ぼ
う
こ
う
・
直
腸
・
小
腸
の
障

が
い
が
１
・
３
級
の
人

■
免
疫
・
肝
臓
の
障
が
い
が
１

～
３
級
の
人

戦
傷
病
者
手
帳
の
記
載
内
容

■
両
下
肢
、
ま
た
は
体
幹
の
障

が
い
が
特
別
～
第
２
項
症
の
人

■
心
臓
・
じ
ん
臓
・
呼
吸
器
・

ぼ
う
こ
う
・
直
腸
・
小
腸
・
肝

臓
の
障
が
い
が
特
別
～
第
３
項

症
の
人

介
護
保
険
被
保
険
者
証
の
記
載

内
容
 

■
要
介
護
状
態
区
分
が
要
介
護

５
の
人

　
こ
の
方
法
で
不
在
者
投
票
を

す
る
た
め
に
は
、
事
前
に
選
挙

管
理
委
員
会
に
申
請
し
、「
郵
便

等
投
票
証
明
書
」
の
交
付
を
受

け
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
申
請
は
、
随
時
受
け
付
け
て

い
ま
す
の
で
、
該
当
さ
れ
る
人

は
お
早
め
に
手
続
き
を
し
て
く

だ
さ
い
。

　
な
お
、
同
証
明
書
に
は
有
効

期
限
が
あ
り
ま
す
の
で
、
す
で

に
期
限
が
切
れ
て
い
る
人
は
、

再
度
申
請
が
必
要
で
す
。

※
投
票
用
紙
は
、
同
証
明
書
を

添
え
て
投
票
日
の
４
日
前
ま
で

さささささささささささささささささささささささささささささ
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ははははははははははははははははははははははははははははは

あああああああああああああああああああああああああああああ
ななななななななななななななななななななななななななななな
たたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたた
ででででででででででででででででででででででででででででで

さ
あ
投
票
　
選
挙
の
主
役
は
　
あ
な
た
で
すすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすす

府
議
会
議
員
選
挙
《
投
票
日
４
月
　
日

》

１２

市
議
会
議
員
・
市
長
選
挙
《
投
票
日
４
月
　
日

》

２６

に
同
委
員
会
へ
請
求
し
て
く
だ

さ
い
。

指
定
施
設
で
の
不
在
者
投

票　
都
道
府
県
の
選
挙
管
理
委
員

会
が
指
定
し
た
病
院
や
老
人

ホ
ー
ム
な
ど
の
施
設
に
入
院
、

入
所
さ
れ
て
い
る
人
で
投
票
所

に
行
く
こ
と
が
で
き
な
い
人

は
、
そ
の
施
設
で
不
在
者
投
票

が
で
き
ま
す
。　

滞
在
地
で
の
不
在
者
投
票

　
一
時
的
に
遠
隔
地
に
滞
在
し

て
い
る
人
は
、
選
挙
管
理
委
員

会
に
投
票
用
紙
な
ど
を
請
求
す

る
と
滞
在
先
に
郵
送
し
ま
す
の

で
、
最
寄
り
の
市
区
町
村
の
同

委
員
会
で
不
在
者
投
票
が
で
き

ま
す
。

※
郵
送
で
の
手
続
き
と
な
り
ま

す
の
で
、
お
早
め
に
請
求
し
て

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
選
挙
管
理
委
員

会
事
務
局
（
内
線
４
８
６
）

　
本
市
で
は
、
一
部
の
公
の
施

設
の
管
理
運
営
に
つ
い
て
民
間

事
業
者
な
ど
の
能
力
を
活
用

し
、
質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た

「
指
定
管
理
者
制
度
」
を
導
入

し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
び
、
同
制
度
を
導
入

し
て
い
る
本
市
の
ス
ポ
ー
ツ
施

設
に
つ
い
て
、
３
月
末
の
指
定

期
間
の
満
了
に
伴
い
、
新
た
に

指
定
管
理
者
を
次
の
と
お
り
選

定
し
ま
し
た
。

市
民
総
合
体
育
館
ほ
か
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の

指
定
管
理
者
が
決
定
し
ま
し
た

指
定
管
理
者
　
ミ
ズ
ノ
グ
ル
ー

プ指
定
期
間
　
４
月
１
日

～
　３１

年
３
月
　
日


３１

対
象
施
設
　
市
民
総
合
体
育

館
、
青
少
年
ス
ポ
ー
ツ
ホ
ー

ル
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
、
テ
ニ
ス

コ
ー
ト
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

場
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
、
青
少

年
教
育
キ
ャ
ン
プ
場

問
い
合
わ
せ
　
ス
ポ
ー
ツ
振
興

課
〔

　
０
３
９
０
〕

（２０）

　 《
立
候
補
届
け
出
日
》

◎
府
議
会
議
員
選
挙
＝
４
月

３
日


◎
市
議
会
議
員
選
挙
お
よ
び

市
長
選
挙
＝
４
月
　
日


１９



４

　４月１日より、すばるホールおよびレインボーホール（市民会館）の施設予約システム（公共施設予約・案内シ

ステム）がリニューアルされ、インターネットを利用した施設の予約（両ホールとも一部の施設を除く）や施設の空

き状況の確認が可能になります。

　現在、登録いただいている「利用者番号」と「暗証番号」は引き継ぎますので、同システムリニューアル後も変更

なくご利用いただけます。また、リニューアルされた同システムは、パソコンをはじめ、携帯電話やスマートフォン

からもご利用いただけます。

※同システムを利用した、施設予約の手続きや施

設ごとの予約受付期間など詳しくは、右表のホー

ムページアドレスから同システムにアクセスし、

「利用の手引き」をご覧ください（ホームページ

アドレスはリニューアルに伴い、変更になっていますのでご注意ください）。

問い合わせ　社会教育課〔(２４)１４５１〕、すばるホール〔(２５)０２２２〕、レインボーホール（市民会館）〔(２５)１１１７〕

軽

鶏

頚

芸

罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫

罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫
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荊
荊
荊
荊
荊

荊
荊
荊
荊
荊
荊
荊
荊
荊
荊
荊
荊
荊
荊
荊
荊
荊
荊
荊
荊
荊
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施設予約システムがリニューアルされます

　
近
年
、
市
消
防
本
部
管
内
に

お
い
て
、
救
急
車
の
利
用
が
増

加
し
て
い
ま
す
。

　
救
急
車
の
利
用
状
況
を
見
る

と
、
緊
急
性
の
低
い
も
の
や
症

状
の
軽
い
も
の
も
多
く
含
ま
れ

て
お
り
、
こ
の
状
況
が
続
け
ば

本
当
に
救
急
車
を
必
要
と
す
る

人
が
す
ぐ
に
利
用
で
き
な
い
恐

れ
が
あ
り
ま
す
。

　
救
急
車
の
台
数

に
は
限
り
が
あ
り

ま
す
の
で
、
生
命

の
危
機
が
迫
っ
て

い
る
病
気
や
事
故

に
迅
速
な
対
応
を
す
る
た
め
、

救
急
車
の
適
正
利
用
に
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

●
急
な
病
気
や
ケ
ガ
な
ど
で
救

急
車
を
呼
ん
だ
方
が
良
い
か

迷
っ
た
ら

　「
救
急
車
を
呼
ん
だ
方
が
良

い
か
」「
病
院
へ
行
っ
た
方
が
良

い
か
」
な
ど
迷
っ
た
と
き
は
、

救
急
安
心
セ
ン
タ
ー
お
お
さ
か

（
救
急
医
療
相
談
窓
口
）〔

♯

７
１
１
９
〕
へ
相
談
し
て
く
だ

さ
い
（
相
談
員
、
看
護
師
が
医

師
の
支
援
体
制
の
下
、
　

時
間

２４

相
談
に
応
じ
ま
す
）
。

　
ま
た
、
市
消
防
本
部
で
は
、

１
１
９
番
通
報
の
回
線
の
確
保

と
救
急
車
の
適
正
利
用
を
図
る

た
め
、
4
月
1
日

か
ら
、
同

本
部
が
実
施
す
る
病
院
案
内
専

用
ダ
イ
ヤ
ル
〔

　
９
９
１
９
〕

（２３）

を
新
設
し
ま
す
。

※
緊
急
性
が
あ
り
本
当
に
必
要

な
時
は
、
迷
わ
ず
に
救
急
車
を

要
請
し
て
く
だ
さ
い
。

市
消
防
本
部
の
電
話
番
号

が
変
わ
り
ま
す

　
4
月
1
日

か
ら
、
市
消
防

本
部
の
電
話
番
号
が
次
の
と
お

り
変
わ
り
ま
す
の
で
、
お
か
け

間
違
い
の
な
い
よ
う
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

◇
市
消
防
本
部
・
消
防
署
代
表

〔

　
０
１
１
９
〕

（２３）

◇
市
消
防
本
部
消
防
総
務
課

〔

　
１
１
２
３
〕

（２３）

◇
市
消
防
本
部
予
防
課

〔

　
１
１
２
４
〕

（２３）

◇
市
消
防
本
部
警
備
救
急
課

〔

　
１
１
２
５
〕

（２３）

※
金
剛
分
署
の
電
話
番
号
は
変

更
あ
り
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ
　
市
消
防
本
部
消

防
総
務
課
〔

　
１
１
２
３
〕

（２５）

救救救救救救救救救救救救救救
急急急急急急急急急急急急急急
車車車車車車車車車車車車車車
のののののののののののののの
適適適適適適適適適適適適適適
正正正正正正正正正正正正正正
利利利利利利利利利利利利利利
用用用用用用用用用用用用用用

救
急
車
の
適
正
利
用
ににににににににににににににに

ごごごごごごごごごごごごごご
協協協協協協協協協協協協協協
力力力力力力力力力力力力力力
くくくくくくくくくくくくくく
だだだだだだだだだだだだだだ
ささささささささささささささ

ご
協
力
く
だ
さ
いいいいいいいいいいいいいいい

　
４
月
１
日

か
ら
、
市
内
を

走
る
路
線
バ
ス
の
う
ち
、
近
鉄

バ
ス
、
南
海
バ
ス
、
レ
イ
ン

ボ
ー
バ
ス
で「
P
i
T
a
P
a
」

や
「
I
C
O
C
A
」
な
ど
の
交

通
系
I
C
カ
ー
ド
が
利
用
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
I
C

カ
ー
ド
シ
ス
テ
ム
の
導
入
に
よ

り
、
小
銭
の
準
備
や
車
内
で
の

両
替
の
手
間
が
省
け
る
だ
け
で

な
く
、
バ
ス
同
士
や
鉄
道
と
の

乗
り
継
ぎ
も
ス
ム
ー
ズ
に
な
り

ま
す
。
ま
す
ま
す
便
利
に
な
っ

た
路
線
バ
ス
を
、
ぜ
ひ
I
C

カ
ー
ド
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
I
C
カ
ー
ド
の
ご
利

用
方
法
な
ど
の
詳
細
は
、
各
路

線
バ
ス
事
業
者
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
近
鉄
バ
ス
、
レ

イ
ン
ボ
ー
バ
ス
に
つ
い
て
は
近

鉄
バ
ス
㈱
八
尾
営
業
所
〔

0

7
2
（
9
4
9
）
4
6
8
1
〕、

南
海
バ
ス
に
つ
い
て
は
南
海
バ

ス
㈱
営
業
課
〔

0
7
2
（
2

2
1
）
0
7
8
1
〕

市内の路線バスの

一部でICカードが

利用できるように

なります



５

　
な
お
、
シ
ー
ル
は
、
世
帯
の

人
数
ご
と
に
分
け
て
発
送
す
る

た
め
、
同
じ
地
域
、
同
じ
住
所

で
あ
っ
て
も
到
着
が
前
後
す
る

場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
了

承
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
は

ご
み
の
分
別
に
関
す
る
情
報
や

収
集
の
曜
日
な
ど
が
記
載
さ
れ

て
い
ま
す
の
で
、
大
切
に
保
管

し
て
く
だ
さ
い
。

シ
ー
ル
が
届
い
た
ら
種
類
、

枚
数
を
必
ず
確
認
し
て
く

だ
さ
い

　
シ
ー
ル
の
種
類
、
配
布
枚
数

は
左
表
の
と
お
り
で
す
。

　
３
月
　
日

を
過
ぎ
て
も

３０

シ
ー
ル
が
届
か
な
い
と
き
は
、

衛
生
課
ま
で
連
絡
し
て
く
だ
さ

い
。

シ
ー
ル
の
交
付
申
請

　
住
民
登
録
を
さ
れ
て
い
な
い

人
な
ど
に
は
シ
ー
ル
を
届
け
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
本

市
に
居
住
し
て
い
る
こ
と
を
証

明
す
る
も
の
（
住
所
と
氏
名
が

記
載
さ
れ
た
水
道
代
な
ど
の
領

収
書
、
賃
貸
契

約
書
、
郵
便
物

な
ど
）
と
印
鑑

を
持
参
し
、
衛

生
課
ま
た
は
金

剛
連
絡
所
で
申
請
を
し
て
く
だ

さ
い
。

●
学
生
（
住
民
登
録
さ
れ
て
い

な
い
）
に
貸
家
さ
れ
て
い
る
家

主
の
皆
さ
ん
へ

　
短
期
大
学
生
や
大
学
生
に
貸

家
さ
れ
て
い
る
家
主
は
、
シ
ー

ル
交
付
申
請
を
し
て
く
だ
さ

い
。
　
申
請
時
に
は
、
印

鑑
と
建
物
の
名
称
や

所

在

地
、
部

屋

番

号
、
学
生
の
氏
名
、

生

年

月

日
、
学

校

名
、
学
年
、
学
生
証

番
号
が
必
要
で
す
。

●
転
出
な
ど
に
よ
り

本
市
か
ら
引
っ
越
し

さ
れ
る
場
合
は
、
転

出
届
の
際
に
シ
ー
ル

を
返
還
し
て
く
だ
さ

い　
シ
ー
ル
は
譲
渡
禁

止
で
す
。
他
人
に
譲

ら
な
い
で
く
だ
さ

い
。

無
料
ご
み
シ
ー
ル
を
郵
送

で
配
布
し
ま
す

　
茶
色
の
封
筒
に
、
シ
ー
ル
と

「
ご
み
の
分
け
方
・
出
し
方
」

の
保
存
版
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
同

封
し
、
ご
家
庭
の
ポ
ス
ト
に
投

函
し
ま
す
。
３
月
　
日

～
　

１４

２７

日

の
間
に
配
布
し
ま
す
の

で
、
期
間
中
は
ポ
ス
ト
を
よ
く

確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

シ
ー
ル
は
４
月
か
ら
使
用

で
き
ま
す

　
シ
ー
ル
は
年
度
に
よ
っ
て
色

分
け
し
て
い
ま
す
。　

年
度
の

２７

シ
ー
ル
は
、
４
月
か
ら
の
収
集

に
使
用
で
き
ま
す
。

　
な
お
、　

年
度
の
シ
ー
ル
が

２６

残
っ
て
い
る
場
合
は
、
継
続
し

て
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

※
期
限
が
過
ぎ
た
シ
ー
ル
は
使

用
で
き
ま
せ
ん
。

紙
お
む
つ
な
ど
を
利
用

さ
れ
て
い
る
人
に
ご
み

シ
ー
ル
を
交
付

　
高
齢
者
ま
た
は
身
体
障
が
い

者
な
ど
で
紙
お
む
つ
、
ス
ト

マ
、
腹
膜
透
析
液
バ
ッ
グ
を
常

時
利
用
さ
れ
て
い
る
人
に
、
申

請
に
よ
り
ご
み
シ
ー
ル
を
交
付

し
ま
す
。

■
交
付
枚
数
　
１
週
間
に
つ
き

燃
え
る
ご
み
専
用
シ
ー
ル
２
枚

■
交
付
申
請
　
初
め
て
の
申
請

に
は
証
明
が
必
要
で
す
。
衛
生

課
ま
た
は
金
剛
連
絡
所
に
備
え

付
け
の
申
請
書
に
「
障
が
い
者

等
日
常
生
活
用
具
給
付
等
決
定

通
知
書
」
の
コ
ピ
ー
を
添
付
す

る
か
、
次
の
い
ず
れ
か
の
人
に

証
明
を
受
け
て
、
衛
生
課
ま
た

は
金
剛
連
絡
所
で
申
請
を
し
て

く
だ
さ
い

◇
医
師
（
開
業
医
、
か
か
り
つ

け
医
な
ど
）　

※
証
明
手
数
料
は
無
料
で
す
。

無料ごみシール無料ごみシールをを
配布しま　　　　配布しますす

２７年度分
繋

蛍

茎

計

罫罫罫罫罫罫

罫罫罫罫罫罫
荊 荊

◇
地
域
の
民
生
委
員

◇
町
総
代
（
自
治
会
長
）

◇
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー

◇
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー

※
２
年
目
以
降
、
証
明
は
不
要

で
す
。

■
シ
ー
ル
の
返
却
　
転
出
な
ど

の
理
由
に
よ
り
使
用
す
る
必
要

が
な
く
な
っ
た
と
き
は
、
速
や

か
に
返
却
し
て
く
だ
さ
い

問
い
合
わ
せ
　
衛
生
課
（
内
線

１
４
４
～
１
４
６
）

　昨年、一般競争入札で水道事業用地を売却しました。

　結果は次のとおりです。

問い合わせ　水道総務課（内線２５１）

拠

距

渠

漁

挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙

鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸

虚
虚
虚
虚
虚
虚
虚
虚
虚
虚

許
許
許
許
許
許
許
許
許
許

水道事業用地を一般競争入札で売却しました
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同
駐
車
場
は
、
自
転
車
と
原

付
バ
イ
ク
（
　
㏄

以
下
）
が
駐

５０

車
で
き
、
一
時
利
用
も
可
能
で

す
。
自
転
車
の
定
期
利
用
に

は
、
学
生
割
引
（
高
校
生
以
下
）

も
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
近
鉄
長
野
線
「
喜
志

駅
」
改
札
口
へ
は
、
地
下
専
用

通
路
で
直
結

し
て
お
り
雨

の
日
も
大
変

便
利
で
す
の

で
、
ぜ
ひ
ご

利
用
く
だ
さ

い
。

利
用
時
間
　

午
前
６
時
～

翌
日
の
午
前

０
時
　
分
３０

利
用
料
金
　

下
表
の
と
お

り申
し
込
み
　
同
駐
車
場
〔

　（２４）

６
２
９
３
〕
へ

　
自
転
車
や
バ
イ
ク
を
路
上
な

ど
に
放
置
す
る
と
、
歩
行
者
や

車
い
す
の
通
行
を
妨
げ
る
だ
け

で
な
く
、
交
通
事
故
の
原
因
と

な
り
大
変
危
険
で
す
。

　
特
に
、
駅
周
辺
は
自
転
車
等

放
置
禁
止
区
域
に
指
定
さ
れ
て

い
ま
す
の
で
、
必
ず
駐
車
場
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。
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ごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごご利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用ご利用をををををををををををををををををををををををををををををををををををををを

～金剛東・彼方地区に自主防災組
織が誕生～

　新たに、小金台四丁目と青山台住宅に自主

防災組織が結成され、消火器や簡易担架、ヘル

メットなどの防災資機材が配備されました。

　今後は、日頃の防災活動や地域で発生した

災害へのいち早い対応など、地域防災の柱と

して住民の安全を確保するための活発な活動

が期待されます。

問い合わせ　市消防本部警備救急課〔(２５)

１１２５〕

小金台四丁目自主防災小金台四丁目自主防災会会

青山台自主防災青山台自主防災会会

市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
バ
ナ
ー
広
告
を
募
集

　
本
市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん

の
利
便
性
の
向
上
と
、
財
源
の

確
保
に
努
め
る
た
め
、
市
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
に
バ
ナ
ー
広
告
を
掲

載
し
て
い
ま
す
。

　
広
告
主
を
随
時
募
集（「
ト
ッ

プ
ペ
ー
ジ
」
は
月
額
１
万
円
、

「
く
ら
し
の
ご
案
内
」
の
各

ペ
ー
ジ
は
月
額
３
千
円
、
そ
れ

ぞ
れ
３
カ
月
単
位
で
掲
載
）
し

て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
企
業
や

商
品
の
宣
伝
、
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ

プ
に
本
市
バ
ナ
ー
広
告
の
掲
載

を
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
情
報
公
開
課

（
内
線
３
２
６
）

罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
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寺池台保育園寺池台保育園がが

オープンしま　オープンしますす

　
４
月
１
日

か
ら
、
寺
池
台

保
育
園
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。

　
同
園
で
は
、
通
常
保
育
の

他
、
一
時
保
育
を
実
施
し
ま

す
。

と
こ
ろ
　
寺
池
台
二
丁
目
　
の
１６

１定
員
　
１
０
２
人

設
置
運
営
事
業
者
　（
社
福
）光

久
福
祉
会

◆
一
時
保
育
の
ご
利
用
を

　
保
護
者
の
断
続
的
な
就
労
、

出
産
、
け
が
や
病
気
な
ど
に
よ

り
、
家
庭
で
保
育
が
で
き
な
い

と
き
、
就
学
前
の
子
ど
も
を
一

時
的
に
（
週
３
日
程
度
ま
で
）

お
預
か
り
し
ま
す
。

　
ま
た
、
保
護
者
の
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
な
ど
の
理
由
で
も
ご
利
用

い
た
だ
け
ま
す
。
予
約
は
、
利

用
日
の
１
カ
月
前
か
ら
同
園
で

受
け
付
け
ま
す
。
な
お
、
一
時

保
育
の
開
始
は
３
月
中
旬
ご
ろ

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
３
月
９
日


～
、
寺
池
台
保
育
園
〔

　
７
（６９）

７
５
２
〕

※
一
時
保
育
は
、
若
葉
・
富
貴

の
里
・
梅
の
里
・
み
ど
り
保
育

園
で
も
実
施
し
て
い
ま
す
。
利

用
を
希
望
さ
れ
る
人
は
、
直
接

各
園
へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い

（
電
話
番
号
は
、　

ペ
ー
ジ
の

１８

「
今
月
の
子
育
て
支
援
事
業
」

に
記
載
）。

寺池台保育寺池台保育園園

（仮称（仮称））
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化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化
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３
月
は
自
殺
対
策
強
化
月
間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間
ででででででででででででででででででででででででででででででででで
すすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすす
で
す

　
自
閉
症
を
は
じ
め
と
す
る
発

達
障
が
い
は
、
脳
機
能
の
発
達

が
関
係
す
る
生
ま
れ
つ
き
の
障

が
い
で
あ
り
、
発
達
障
が
い
の

あ
る
人
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
や
対
人
関
係
を
築
く
こ

と
が
苦
手
で
す
。

　
発
達
障
が
い
の
あ
る
人
が
個

人
の
能
力
を
伸
ば
し
、
社
会
の

中
で
自
立
し
て
い
く
た
め
に

は
、
発
達
障
が
い
に
対
す
る
私

た
ち
一
人
一
人
の
理
解
が
必
要

で
す
。

　
同
啓
発
デ
ー
を
契
機
と
し

て
、
自
閉
症
を
は
じ
め
と
す
る

発
達
障
が
い
へ
の
理
解
を
深
め

て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。

※
詳
し
く
は
、
府
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
〔h

ttp
://w

w
w
.p
re
f.o
sa
k

a
.lg
.jp
/c
h
iik
is
e
ik
a
ts
u
/h
a
t

ta
ts
u
s
y
o
g
a
i_
o
s
a
k
a
/
in
d
e

x
.h
tm
l

〕
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

同
啓
発
デ
ー
の
                

ブ
ル
ー
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

　
府
で
は
、
同
啓
発
デ
ー
に
合

わ
せ
て
、
府
内
の
主
要
建
物
を

同
啓
発
デ
ー
の
シ
ン
ボ
ル
カ

ラ
ー
で
あ
る
ブ
ル
ー
に
ラ
イ
ト

ア
ッ
プ
し
ま
す
。

と
き
　
４
月
２
日

、
日
没

（
午
後
６
時
　
分
ご
ろ
）
～
午

３０

後
　
時
１１

と
こ
ろ
　
大
阪
城
天
守
閣
、
通

天
閣

問
い
合
わ
せ
　
府
民
お
問
合
せ

セ
ン
タ
ー
〔

０
６
（
６
９
１

０
）
８
０
０
１
〕

　
毎
年
４
月
２
日
は
、
国
連
が

定
め
た
「
世
界
自
閉
症
啓
発

デ
ー
」
で
す
。
ま
た
、
厚
生
労

働
省
で
は
こ
の
日
か
ら
８
日
ま

で
を
「
発
達
障
が
い
啓
発
週
間
」

と
位
置
付
け
、
自
閉
症
を
は
じ

め
と
す
る
発
達
障
が
い
へ
の
理

解
促
進
の
た
め
の
啓
発
活
動
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

　
同
協
議
会
は
、「供
障
が
い
や

地
域
の
課
題
を
知
る
僑供
つ
な
が

る
僑供
み
ん
な
で
支
え
あ
う
僑
こ

と
が
大
切
！
」
を
合
言
葉
に
、

障
が
い
の
あ
る
人
や
そ
の
家
族

が
地
域
で
安
心
し
て
生
活
で
き

る
よ
う
に
、「
地
域
で
で
き
る
こ

と
」
を
考
え
、
話
し
合
っ
て
い

ま
す
。

　
同
協
議
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

〔h
ttp
:/
/
w
w
w
.e
e
k
a
m
o
-t

o
n
d
a
b
a
y
a
sh
i.c
o
m
/

〕
で
は
、

障
が
い
の
あ
る
人
や
そ
の
家
族

が
地
域
で
安
心
し
て
生
活
す
る

た
め
の
情
報
や
、
同
協
議
会
の

取
り
組
み
内
容
な
ど
を
随
時
発

信
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
活

用
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
障
が
い
福
祉
課

（
内
線
１
９
４
）
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自
殺
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
要
因

が
複
雑
に
関
係
し
て
、
そ
の
多

く
が
「
心
理
的
に
追
い
込
ま
れ

た
末
の
死
」
で

あ
り
、「
防
ぐ
こ

と
が
で
き
る
社

会
的
な
問
題
」

で
あ
る
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。

　
さ
ま
ざ
ま
な
悩
み
を
抱
え
て

い
る
人
は
、
一
人
で
悩
ま
ず
次

の
機
関
な
ど
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。
　
ま
た
、
家
族
や
友
人
な
ど
身

近
な
人
の
悩
み
や
異
変
に
気
付

い
た
ら
、
温
か
く
寄
り
添
い
な

が
ら
、
悩
み
に
耳
を
傾
け
、
次

の
機
関
な
ど
へ
の
相
談
を
勧

め
、
じ
っ
く
り
と
見
守
り
ま

し
ょ
う
。　

■
府
こ
こ
ろ
の
健
康
総
合
セ
ン

タ
ー
〔

０
６
（
６
６
０
７
）

８
８
１
４
〕

■
富
田
林
保
健
所
〔

　
２
６

（２３）

８
１
〕

■
保
健
セ
ン
タ
ー
〔

　
５
５

（２８）

２
０
〕

■
関
西
い
の
ち
の
電
話
〔

０

６（
６
３
０
９
）
１
１
２
１
〕（
３

６
５
日
、　

時
間
対
応
）

２４

～
そ
の
悩
み
、
こ
れ
以
上
、

　
　
　
　
　
　
ひ
と
り
で
抱
え
込
ま
な
い
で
～

■
自
殺
予
防
い
の
ち
の
電
話
フ

リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
〔

０
１
２
０

（
７
３
８
）
５
５
６
〕（
毎
月
　１０

日
、午
前
８
時
～
翌
午
前
８
時
）

※
府
携
帯
サ
イ
ト
の
自
殺
対
策

の

ペ

ー

ジ

〔h
ttp
:/
/
k

o
k
o
ro
-o
s
a

k
a
.jp
/
j/

〕

に
、
さ
ま
ざ

ま
な
悩
み
の
相
談
窓
口
な
ど
が

掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
ご
覧

く
だ
さ
い
。

●
自
死
遺
族
相
談
（
予
約
制
）

　
府
で
は
、
大
切
な
人
を
自
死

（
自
殺
）
で
亡
く
さ
れ
た
人
の

た
め
に
、
来
所
相
談
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

　
府
こ
こ
ろ
の
健
康
総
合
セ
ン

タ
ー
の
専
門
相
談
員
が
、
ご
遺

族
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。
電
話

の
際
に
は
、「
自
死
遺
族
相
談
」

と
お
伝
え
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
　
府
こ
こ
ろ
の
健
康

総
合
セ
ン
タ
ー
〔

０
６
（
６

６
９
１
）
２
８
１
１
〕（
月
～
金

曜
日
、
午
前
９
時
～
午
後
５
時

　
分
、
た
だ
し
、
祝
日
、
年
末

４５年
始
は
除
く
）
へ

市障がい者地域自立支援
協議会のホームページを
ご活用ください

オリジナルキャラクタオリジナルキャラクターー
「なすかも「なすかも」」



８

　
す
ば
る
ホ
ー
ル
内
に
あ
る
同

セ
ン
タ
ー
ウ
ィ
ズ
は
、
男
女
共

同
参
画
社
会
を
め
ざ
し
て
自
主

活
動
を
す
る
グ
ル
ー
プ
が
学

習
、
会
議
、
交
流
な
ど
の
た
め

に
使
用
で
き
る
部
屋
で
す
。

　
室
内
に
は
パ
ソ
コ
ン
、
印
刷

機
、
貸
し
ロ
ッ
カ
ー
な
ど
が
あ

り
ま
す
。
部
屋
の
利
用
は
無
料

で
す
が
、
事
前
に
グ
ル
ー
プ
登

録
が
必
要
で
、
活
動
内
容
な
ど

に
よ
っ
て
審
査
し
ま
す
。

　
ま
た
、
登
録
グ
ル
ー
プ
に
な

る
と
、
登
録
団
体
同
士
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
「
ウ
ィ
ズ
ネ
ッ
ト
」

男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男
女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女
共共共共共共共共共共共共共共共共共共共共共共共共共共共共共共共共共共共共共
同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同
参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参
画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画
セセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセ
ンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンン
タタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタ
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー
ウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウ
ィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィ

男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
ウ
ィ
ズズズズズズズズズズズズズズズズズズズズズズズズズズズズズズズズズズズズズズ

登登登登登登登登登登登登登登登登登登登登登登登登登登登登登登登登登登登登登
録録録録録録録録録録録録録録録録録録録録録録録録録録録録録録録録録録録録録
グググググググググググググググググググググググググググググググググググググ
ルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルル
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー
プププププププププププププププププププププププププププププププププププププ
ををををををををををををををををををををををををををををををををををををを
募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募

登
録
グ
ル
ー
プ
を
募
集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集

回
）

と
こ
ろ
　
市
消
防
本
部

対
象
者
　
市
内
在
住
・
在
勤
の

人定
員
　
　
人
（
申
し
込
み
多
数

２０

の
場
合
は
抽
選
）

※
３
月
　
日

は
保
育
あ
り

２０

（
２
歳
以
上
就
学
前
対
象
、
定

員
５
人
、
要
予
約
）。

参
加
費
　
無
料

講
師
　
山
口
　
紘
さ
ん
（
男
女

共
同
参
画
リ
ー
ダ
ー
養
成
講
座

修
了
生
） 

申
し
込
み
　
３
月
　
日

ま
で

１２

ストレス解消！！
　太極拳でスッキリ講座

男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女共共共共共共共共共共共共共共共共共共共共共共共共共共共共共共共共共同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画セセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナ男女共同参画セミナーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー
　
家
族
や
仕
事
の
こ
と
な
ど
で

毎
日
イ
ラ
イ
ラ
し
て
過
ご
し
て

い
ま
せ
ん
か
。

　「
ス
ト
レ
ス
の
解
消
方
法
が

分
か
ら
な
い
」「
何
も
考
え
ず
、

自
分
だ
け
の
時
間
が
欲
し
い
」

と
い
う
人
を
対
象
に
、
太
極
拳

を
通
し
て
、
心
身
と
も
に
リ
フ

レ
ッ
シ
ュ
し
、
ス
ト
レ
ス
の
解

消
を
め
ざ
す
同
講
座
を
開
催
し

ま
す
。

と
き
　
３
月
　

日

、　

日

２０

２７


、
午
前
　
時
～
正
午
（
全
２

１０

初心者歓迎！

　特定の地域の人や外国人を誹謗中傷する内容の差別落書きが、駅

構内のトイレや道路沿いなどで発生しています。

　こうした落書きは、被害者に精神的な苦痛を与えるだけでなく、

見た人に新たな差別意識を植え付けてしまう恐れがあります。

　また、落書きは器物損壊罪やその内容によっては名誉 毀 
き

 損 罪、侮
そん

辱罪となる場合もあり、重大な犯罪行為として決して許されるもの

ではありません。

　差別落書きは、「消せばおしまい」と思うかもしれませんが、被害

者の心には消えない傷が残ります。

　このような落書き行為をなくすためには、私たち一人一人が、落

書き行為の背景にある根本的な差別意識を解消することに目を向

け、差別を容認し、温存しようとする社会の雰囲気を許さないもの

に変えていく必要があります。

問い合わせ　人権政策課（内線４７２）

人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人ののののののののののののののののののののののののののののののののの心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心ををををををををををををををををををををををををををををををををを傷傷傷傷傷傷傷傷傷傷傷傷傷傷傷傷傷傷傷傷傷傷傷傷傷傷傷傷傷傷傷傷傷つつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるる差差差差差差差差差差差差差差差差差差差差差差差差差差差差差差差差差別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別落落落落落落落落落落落落落落落落落落落落落落落落落落落落落落落落落書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書きききききききききききききききききききききききききききききききききはははははははははははははははははははははははははははははははははやややややややややややややややややややややややややややややややややめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめままままままままままままままままままままままままままままままままましししししししししししししししししししししししししししししししししょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょ人の心を傷つける差別落書きはやめましょうううううううううううううううううううううううううううううううううう

に
、
フ
ァ
ク
ス
ま
た
は
Ｅ
メ
ー

ル
で
講
座
名
、
住
所
、
氏
名
、

年
齢
、
電
話
番
号
、
保
育
の
有

無
を
記
入
し
、
人
権
政
策
課

〔（
内
線
４
７
４
）
・

　
９
０

（２５）

３
７
・
Ｅ
メ
ー
ルjin

k
e
n
@
c

ity
.to
n
d
a
b
a
y
a
s
h
i.lg
.jp

〕

へ
（
電
話
申
し
込
み
可
）

※
メ
ー
ル
の
場
合
は
、
同
課
か

ら
確
認
メ
ー
ル
を
返
信
し
ま
す

の
で
、
メ
ー
ル
の
受
信
が
で
き

る
よ
う
設
定
し
て
お
い
て
く
だ

さ
い
。

に
参
加
し
て
、
市
と
連
携
し
て

事
業
な
ど
を
実
施
す
る
こ
と
が

で
き
ま

す
。
　
登
録

は
随
時

受
け
付

け
て
い

ま
す
が
、
今
年
４
月
か
ら
の
使

用
を
希
望
さ
れ
る
グ
ル
ー
プ

は
、
３
月
　
日

ま
で
に
申
請

１３

し
て
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
　
人
権
政
策
課
（
内

線
４
７
４
）
へ

すばるホールでのレストラン
業務ならびにケータリング業
務の事業者を募集します

　すばるホールを利用される人への一層の

サービス向上をめざして、すばるホールの

レストラン業務ならびにパーティーなどへ

のケータリング業務の事業者を企画提案方

式により募集します。

申し込み　３月１日～２６日、午前９時

～午後５時（休館日は除く）にすばるホー

ルで配布する募集要項に従い、３月１日

～２６日、午前９時～午後５時（休館日は

除く）までにすばるホール〔(２５)０２２２〕へ

※募集要項はすばるホールホームページ

〔http://subaruhall.org/〕からダウンロード

もできます。

男女共同参画
シンボルマーク



９

●
な
の
花
畑

と
こ
ろ
　
佐
備

利
用
料
　
年
額
５
万
円
（
１
区

画
約
　
平
方
㍍
、
種
・
苗
・
肥

４０

料
代
、
農
具
使
用
料
な
ど
含

む
）　

※
農
業
用
水
、
駐
車
場
、
ト
イ

レ
あ
り
。

問
い
合
わ
せ
　
東
さ
ん
〔

　（３４）

５
３
５
１
〕

●
松
村
フ
ァ
ー
ム

と
こ
ろ
　
龍
泉
（
Ｊ
Ａ
大
阪
南

ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
前
）

利
用
料
　
年
額
１
万
８
０
０
０

円
～
３
万
８
０
０
０
円
（
１
区

画
約
　
～
１
５
６
平
方
㍍
）

８５

※
農
業
用
水
道
、
駐
車
場
あ

り
。

問
い
合
わ
せ
　
松
村
さ
ん
〔


０
９
０
（
５
６
６
３
）
６
２
３

７
〕

●
錦
織
西
田
農
園

と
こ
ろ
　
錦
織
北
一
丁
目

利
用
料
　
月
額
１
万
円
（
１
区

画
約
　
平
方
㍍
）　

５０

※
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
常
駐
、

貸
し
農
園
の
利
用
者
を

募
集

求職者支援制度をご存じですか        
～求職中で雇用保険を受給できない
人へ～

同制度の主な内容

○無料で「求職者支援訓練」などが受講できま

す。

○職業訓練期間中および終了後も就職活動を支

援します。

○一定の要件を満たす人に対して、職業訓練受

講給付金を支給します。

　詳しくはお問い合わせください。

問い合わせ　ハローワーク河内長野職業訓練

コーナー〔(５３)３０８１〕 

就労支援講座「パソコン講座」

とき　３月２３日～３０日（２８日、２９日を

除く）、午前１０時～午後４時（全６回）

ところ　人権文化センター

内容　パソコンの操作方法

やワード、エクセルの基礎

など

対象者　市内在住で１８～６０歳までの就労を希望

する現在無職の人　

※ただし、パソコン初心者に限ります。

定員　１０人

受講料　１０００円（テキスト代）

申し込み　商工観光課または市人権協議会に備

え付けの申込書に必要事項を記入し、３月６日

～１６日までに、宛名を記入した返信用はが

きを添えて、市人権協議会まで持参（申し込み

多数の場合は書類により選考）　

※必ず本人が持参してください。

問い合わせ　市人権協議会〔(２４)３７００〕

府中小企業労働環境向上講座          
「知っておきたい！職場のパワハラ
防止対策」

とき　３月２５日、午後２時～４時

ところ　市消防本部

内容　パワーハラスメントの基礎知識や対応方

法

対象者　中小企業経営者、企業の労務管理担当

者、労働者など

定員　５０人（申し込み先着順）

参加費　無料

講師　吉田　尚平さん（弁護士）

申し込み　３月６日～、講座名、住所、氏名、

会社名、電話番号を商工観光課〔（内線４８１）・

(２６)２０２０〕へ（電話・ファクス申し込み可）

完
全
指
導
型
。

問
い
合
わ
せ
　
西
田
　
忠
勝
さ

ん
〔

　
３
６
７
４
〕

（２３）

●
西
田
農
園

と
こ
ろ
　
錦
織
北
二
丁
目

利
用
料
　
年
額
１
万
８
０
０
０

円
（
１
区
画
約
　
平
方
㍍
）

２５

※
駐
車
場
あ
り
。

問
い
合
わ
せ
　
西
田
　
正
雄
さ

ん
〔

　
０
６
３
２
〕

（２４）

●
ｈ
ｏ
ｒ
ｉ
ｋ
ａ
ｗ
ａ
小
規
模

農
園
Ａ
・
Ｂ

と
こ
ろ
　
い
ず
れ
も
山
中
田
町

一
丁
目

利
用
料
　
い
ず
れ
も
年
額
１
万

円
（
１
区
画
約
　
平
方
㍍
）

３５

※
同
農
園
Ｂ
は
駐
車
場
あ
り
。

問
い
合
わ
せ
　
堀
川
　
俊
文
さ

ん
〔

０
９
０
（
６
９
８
７
）

３
８
１
７
〕

　
富
田
林
商
工
会
で
は
、
富
田

林
ブ
ラ
ン
ド
認
定
委
員
会
を
設

置
し
、
富
田
林
な
ら
で
は
の
魅

力
あ
る
産
品
を
独
自
の
基
準
で

「
富
田
林
ブ
ラ
ン
ド
」
と
し
て

認
定
し
て
い
ま
す
。
今
年
度
、

第
９
・
　

回
同
認
定
委
員
会
を

１０

開
催
し
、
新
た
に
２
商
品
が
認

定
さ
れ
ま
し
た
。

　
認
定
さ
れ
た
商
品
は
次
の
と

お
り
で
す
。

①
「
自
然
農
法
米
　
 嬉
 さ
ん
」

う
れ
し

（
N
P
O
法
人
富
田
林
自
然
農

法
根
っ
こ
の
会
）

②
「
ナ
カ
ス
ジ
フ
ァ
ー
ム
の
ピ

ク
ル
ス
」（
ナ
カ
ス
ジ
フ
ァ
ー

ム
）

※
詳
し
く
は
、
同
ブ
ラ
ン
ド

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
〔h

ttp
://w

w

w
.to
n
s
h
o
w
.o
r.jp
/to
n
d
a
b
a

y
a
sh
i-b
ra
n
d
/

〕
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
富
田
林
商
工
会

内
同
委
員
会
事
務
局
〔

　
１
（２５）

１
０
１
〕

新たに２商品を
富田林ブランド商品に
認定！
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１０

　
海
外
で
は
狂
犬
病
が
発
生
し

て
お
り
、
い
つ
ま
た
日
本
に
侵

入
す
る
か
分
か
り
ま
せ
ん
。

　
飼
い
主
の
責
務
と
し
て
、
飼

い
犬
登
録
し
、
毎
年
１
回
必
ず

狂
犬
病
予
防
注
射
を
受
け
さ
せ

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
左
表
の
日
程
で
、
飼
い
犬
登

録
と
狂
犬
病
の
予
防
注
射
を
実

施
し
ま
す
の
で
、
最
寄
り
の
会

場
で
受
け
て
く
だ
さ
い
。

　
会
場
で
の
注
射
が
で
き
な
い

場
合
は
、
動
物
病
院
で
も
随
時

注
射
で
き
ま
す
の
で
、
必
ず
受

け
て
く
だ
さ
い
。

費
用
　
１
匹
に
つ
き

・
登
録
手
数
料
３
０
０
０
円

（
生
涯
１
回
）

・
注
射
手
数
料
３
２
５
０
円

（
狂
犬
病
予
防
注
射
２
７
０
０

円
、
注
射
済
票
５
５
０
円
）

※
犬
が
暴
れ
る
と
注
射
で
き
な

い
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
接

種
会
場
に
は
犬
を
お
と
な
し
く

で
き
る
人
が
連
れ
て
き
て
く
だ

さ
い
。

※
雨
天
の
場
合
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
衛
生
課
（
内
線

１
４
３
、
１
４
７
）

年
に
一
度
は
必
ず
狂
犬
病
予
防
注
射
を

罫
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罫
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罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
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罫
罫
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ななななななななななななななななななななななななななななななななな
管管管管管管管管管管管管管管管管管管管管管管管管管管管管管管管管管
理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理

生
け
垣
や
庭
木
は
適
切
な
管
理
をををををををををををををををををををををををををををををををををを

　
カ
イ
ヅ
カ
イ
ブ
キ
な
ど
の
生

け
垣
や
庭
木
の
緑
が
伸
び
過
ぎ

て
道
路
に
は
み
出
す
と
、
景
観

を
損
ね
る
だ
け
で
な
く
通
行
の

妨
げ
と
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
交
差
点
の
見
通
し
が

悪
く
な
っ
た
り
、
カ
ー
ブ
ミ

ラ
ー
を
隠
し
て
し
ま
っ
た
り
す

る
な
ど
し
て
、
思
わ
ぬ
事
故
の

原
因
に
も
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

　
敷
地
内
の
生
け
垣
や
庭
木
な

ど
は
早
め
に
 剪
 

せ
ん

定
す
る
な
ど
、

所
有
者
が
適
切

に
管
理
し
、
人

に
や
さ
し
く
安

全
で
美
し
い
ま
ち
づ
く
り
に
ご

協
力
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
道
路
交
通
課

（
内
線
４
１
２
）

と
こ
ろ
　
保
健
セ
ン
タ
ー

内
容
　
食
育
講
座
「
自
然
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
で
育
つ
農
産
物
を
子

ど
も
た
ち
へ
」

※
講
座
終
了
後
、
自
然
農
法
で

栽
培
さ
れ
た
米
や
野
菜
を
使
用

し
た
ご
飯
や
み
そ
汁
な
ど
を
試

食
。

講
師
　
富
田
林
自
然
農
法
根
っ

子
の
会

自
然
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
育
つ

農
産
物
を
子
ど
も
た
ち
へ

食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食
育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育
講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講
座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座
＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆
試試試試試試試試試試試試試試試試試試試試試試試試試試試試試試試試試
食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食

食
育
講
座
＆
試
食
会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会

　
保
護
者
を
対
象
に
し
た
、
子

ど
も
た
ち
へ
正
し
い
食
習
慣
を

教
え
る
力
を
身
に
付
け
て
も
ら

う
た
め
の
食
育
講
座
お
よ
び
試

食
会
で
す
。
多
様
な
農
業
を
理

解
し
、
食
に
対
す
る
関
心
を
深

め
て
み
ま
せ
ん
か
。

と
き
　
３
月
　
日

、
午
前
　

２３

１０

時
　
分
～
正
午
（
午
前
　
時
～

３０

１０

受
け
付
け
）

定
員
　
　
人
（
申
し
込
み
多
数

３０

の
場
合
は
抽
選
）

※
保
育
あ
り
（
１
歳
以
上
就
学

前
対
象
）

参
加
費
　
無
料

申
し
込
み
　
３
月
　
日

（
必

１３

着
）
ま
で
に
、
往
復
は
が
き
に

参
加
者
全
員
の
住
所
、
氏
名

（
ふ
り
が
な
）、
年
齢
、
性
別
、

電
話
番
号
、
保
育
の
有
無
（
有

の
場
合
は
人
数
）
を
記
入
し
、


５
８
４
・
０
０
５
６
嬉
４
４

９
　
同
会
事
務
局
へ
（
電
話
申

し
込
み
不
可
）

問
い
合
わ
せ
　
高
橋
　
博
美
さ

ん
（
同
会
理
事
長
）〔

０
９
０

（
５
６
６
４
）
３
３
８
８
〕



１１

　皆さんは浄化槽をご存じでしょうか。浄化槽といえば家庭から出る汚水を各家庭で浄化する施設で、下水道

が整備されるまでの仮の手段と思われがちですが、今この浄化槽が脚光を浴びています。

　これまで汚水処理施設の整備は、下水道がその中心として位置付けられてきましたが、近年すでに整備され

ている下水道施設の大量更新時期を迎えるにあたり、これまでと同様に下水道を更新整備できるのかが疑問視

されています。また国では、下水道などの汚水処理施設がいまだに整備されていない地区については、下水道

にこだわらず浄化槽を積極的に活用して、今後１０年間で未整備地区の解消をめざしています。

　こういった動向の中で、本市が取り組んできた浄化槽事業が改めて全国の市町村の脚光を浴びています。

　本市では、１７年度から東条地区などで各家庭に浄化槽を設置し、使用料をいただいて管理する、市設置型浄

化槽整備事業を展開しています。東条地区では、すでに９割ほどの家庭でご利用いただいており、現在も同事

業の対象区域を拡大し実施しています。

■民間のノウハウを活用した事業です

　本市の浄化槽事業は、事業手法として、民間の事業者が営業活動か

ら設置、管理までをするＰＦＩ方式を取り入れていて、市の人件費節

減に効果を発揮するだけでなく、その整備率は同様の事業を展開する

他の市や町に比べて群を抜いて高くなっています。

■浄化槽ＰＦＩといえば「富田林市」～全国の市町村や世界各国から

視察に来られています～

　この先進的な取り組みには、これまで全国の市町村や世界各国から

の視察を受けており、浄化槽ＰＦＩといえば「富田林市」といわれる

くらいに有名な取り組みとなっています。

　これからは浄化槽事業も整備から維持管理の時代へとシフトして

いきますが、市民の皆さんに喜んでいただける、環境に優しい良質な浄化槽の維持管理に努めていきます。

問い合わせ　下水道課（内線２６２）

減

玄

源

現

験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験
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～古いようで新しい取り組み「浄化槽事業」が脚光を浴びています～

メキシコ、チリ、コスタリカなどからメキシコ、チリ、コスタリカなどから来来
た訪問団が浄化槽を視察している様た訪問団が浄化槽を視察している様子子

　
富
田
林
・
ベ
ス
レ
ヘ
ム
姉
妹

都
市
協
会
で
は
、
両
市
の
友
好

親
善
を
深
め
る
た
め
、
昭
和
　４８

年
か
ら
交
換
学
生
を
相
互
派
遣

し
て
お
り
、
今
年
は
受
け
入
れ

の
年
に
な
り
ま
す
。

　
同
協
会
で
は
、
こ
の
夏
来
日

す
る
学
生
を
受
け
入
れ
て
い
た

だ
け
る
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
を

募
集
し
ま
す
。

　
交
換
学
生
は
３
人
で
、
滞
在

期
間
を
前
・
後
半
に
分
け
、
１

人
が
２
家
庭
に
滞
在
し
ま
す
。

家
庭
で
の
受
入
期
間
　
７
月
　２１

日

～
８
月
　
日

ま
で
の
間

１０

で
約
　
日
間

１０

募
集
件
数
　
６
家
庭
（
同
協
会

に
お
い
て
選
考
）

申
し
込
み
　
市
民
協
働
課
に
備

え
付
け
の
申
込
書
（
市
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
の
各
課
の
ペ
ー
ジ
「
市

民
協
働
課
（
ベ
ス
レ
ヘ
ム
市
と

の
姉
妹
都
市
交
流
）」か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す
）
に
必

要
事
項
を
記
入
し
、
３
月
　
日
３１


ま
で
に
市
民
協
働
課
内
同
協

会
事
務
局
〔（
内
線
４
７
３
）
・


　

９
０
３
７
・
Ｅ
メ
ー
ル

(２５)

k
y
o
u
d
o
@
c
ity
.to
n
d
a
b
a
y
a

s
h
i.lg
.jp

〕
へ
（
フ
ァ
ク
ス
・

Ｅ
メ
ー
ル
可
）
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本
市
で
は
、
市
内
の
中
小
企

業
な
ど
を
対
象
に
、
企
業
が
自

然
災
害
な
ど
の
緊
急
事
態
に
遭

遇
し
た
場
合
に
中
核
と
な
る
事

業
の
継
続
や
早
期
復
旧
の
た
め

に
策
定
し
て
お
く
事
業
計
画

「
Ｂ
Ｃ
Ｐ
（
事
業
継
続
計
画
）
」

の
作
成
に
対
し
補
助
制
度
に
よ

中
小
企
業
向
け
の
Ｂ
Ｃ
Ｐ
（
事
業
継
続
計
画
）

策
定
支
援
制
度
の
活
用
をる

支
援
を
し
て
い
ま
す
。
企
業

の
安
定
し
た
事
業
継
続
に
ぜ
ひ

ご
活
用
く
だ
さ
い
。

補
助
限
度
額
　
策
定
す
る
際
の

補
助
対
象
経
費
の
２
分
の
１
以

内
（
上
限
　
万
円
）

１０

問
い
合
わ
せ
　
商
工
観
光
課

（
内
線
４
８
３
）

罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫



１２

五軒家　

　増田　 侑  史 ちゃん（１歳３カ月）
ゆう じ

かわいい笑顔に癒されてます!!

彼方　

　石垣　 誠  良 ちゃん（２歳２カ月）
まさ よし

　　　　 克  芳 ちゃん（６歳）
かつ よし

兄弟仲良く元気です。

山手町　

　阪口　 結  有 ちゃん（５歳）
ゆう り

　　　　 雅  成 ちゃん（３歳）
まさ き

ヤンチャ兄弟!! 仲良く元気に育って

ね。

イ わ が 家
の ア ド ル

　
川
柳
・
短
歌
・
俳
句
は
、
そ
れ
ぞ
れ
別
の
は

が
き
で
応
募
し
て
く
だ
さ
い
（
１
人
各
５
点
ま

で
）。
市
内
在
住
の
人
で
未
発
表
の
も
の
に
限

り
ま
す
。
作
品
の
漢
字
や
氏
名
に
は
必
ず
フ
リ

ガ
ナ
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

　
５
月
号
の
「
短
歌
」
は
３
月
　
日

、
６
月

３１

号
の
「
俳
句
」
は
４
月
　
日

、
７
月
号
の

３０

「
川
柳
」（
宿
題
「
中
心
」）
は
５
月
　
日

ま
で

３１

に
応
募
（
い
ず
れ
も
必
着
）
し
て
く
だ
さ
い
。

　
宛
先
は
上
記
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

＝
秀
歌
＝

受
診
待
つ
一
篇
の
詩
の
暖
か
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
富
美
ケ
丘
町
　
鶴
田
　
祐
子

∧
選
評
∨
受
診
を
待
つ
と
き
の
心
理
状
態
を
、 一
 
・

 篇
 
・

 の
 
・

 詩
 を
以
て

・

 暖
 
・

 か
 
・

 し
 と
表
現
し
た
。
作
句
法
を
心
得

・

た
秀
句
、 受
 
・

 診
 
・

 待
 
・

 つ
 と
い
う
不
安
で
大
き
く

・

 切
 
・

 れ
 を
・

生
じ
、 一
 
・

 篇
 
・

 の
 
・

 詩
 の
奥
に

・

 暖
 
・

 か
 
・

 し
 と
託
し
、

・

 受
 
・

 診
 
・

 待
 
・

 つ
 の
不
安
を
大
き
く
浮
き
上
ら
せ
た
中
々
の
作
品
。

・身
に
し
む
や
犬
に
は
犬
の
車
椅
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
宮
町
　
　
　
　
土
井
　
清
子

久
々
の
姉
の
便
り
や
春
隣

　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
沢
台
　
　
増
山
　
美
栄
子

地
の
色
と
な
り
ふ
く
ら
め
り
 寒
 

か
ん

 雀
 

す
ず
め

　
　
　
　
　
　
　
　
　
不
動
ケ
丘
町
　
安
倍
　
葉
子

さ
ざ
ん
か
の
咲
き
急
ぎ
つ
つ
散
り
急
ぐ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
錦
織
東
　
　
渋
谷
　
あ
け
み

半
世
紀
ぶ
り
の
霜
焼
け
宿
ら
れ
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
手
町
　
　
　
笹
原
　
秀
計

数
え
日
に
独
居
の
ゆ
と
り
ペ
ー
ジ
繰
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
錦
ケ
丘
町
　
　
松
島
　
清
美

流
木
の
ル
ー
ツ
は
知
ら
ず
暖
を
と
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
選
　
者
　
詠

※
４
月
号
は
「
川
柳
」
を
掲
載
し
ま
す
（
な
お
、
応

募
は
２
月
　
日
で
締
め
切
り
ま
し
た
）。

２８

　わが家のアイドル（対象年齢は４

歳未満、兄弟・姉妹と一緒に写って

いる写真でも可）は、写真の裏に、

名前（ふりがな）と撮影時の年齢

（月齢）を記入し、メッセージ（20

字程度）を添えて、封書で左記の宛

先まで応募してください。

　なお、今応募された場合、掲載は約２カ月後にな

ります。

宛先

頂
点
　
日
原
　
輝
子
選

　
今
月
の
詠
題
「
当
季
雑
詠
」



１３

誰もが夢を追うことができる平和な社会を

◆少女の訴え　

　世界各地では、今もなお争いが続き、何の罪もな

い子どもたちの命が脅かされています。

　昨年末から今年にかけて、１０歳代の少女が拉致さ

れたあげく自爆テロを強要され、多くの犠牲者が出

たという事件が相次ぎました。

　昨年１０月に、１７歳でノーベル平和賞を受賞したパ

キスタン出身のマララ・ユスフザイさんは、そのス

ピーチの中で、「１本のペンと１冊の本が世界を変え

る。教育こそが唯一の解決策です。エデュケーショ

ン・ファースト（教育第一）」と話されました。ユス

フザイさんは、一人一人のかけがえのない命を大切

にし、平和な社会を形成していくためには教育が最

も重要だということを世界中に強く訴えられました。

◆「人」を育む

　今年度１００周年を迎えた富田林幼稚園の設立趣意

書には、「１年の計は穀物を植えるにあり、１０年の計

は樹を植えるにあり、１００年の計は人を植えるにあ

り」と記されています。この設立趣意書では、まさ

しく１００年後の社会を形づくるのは「人」であり、「人」

を育む、教育の重要性が示されています。

◆子どもの権利条約　

　また、子どもの人権の尊重や権利の確保を規定し

た「子どもの権利条約」には、「育つ権利として、教

育を受けることができる」と記されています。

　しかし、世界中には紛争や貧困などさまざまな理

由で学校に通うことができない子どもが１０人に１人

の割合でいるといわれています。

　全ての子どもが等しく教育を受け、豊かな未来を

描くことができる世界をつくるためには、まだまだ

たくさんの課題を乗り越えなければなりません。

◆「生きる力」の育成～本市の教育活動～　

　現在、学校園教育では「生きる力」の育成がます

ます重要となっています。

　そこで本市ではこれからも「学力」「体力」「豊かな

心」をはじめ、これからの社会を 拓 くために必要な
ひら

「自ら課題を見つけ、他者と協働しながら解決する

力」を育む事をめざし、教育活動を展開したいと考

えています。

　本市で学ぶ子どもたちが、自らの夢を実現し、全

ての人が平和で豊かに暮らしていける社会づくりに

貢献してくれることを心から願っています。

　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　教育指導室（内線３６４）

錦
織
南
遺
跡
の
発
掘
調
査

　
本
市
が
　
年
度
に
実
施
し
た
発

２５

掘
調
査
で
は
、
二
つ
の
大
き
な
成

果
が
挙
が
り
ま
し
た
。

　
一
つ
は
、
飛
鳥
時
代
の
も
の
と

思
わ
れ
る
 陶
 

と
う

 硯
 （
陶
製
の

け
ん

 硯
 ）
が

す
ず
り

出
土
し
た
こ
と
で
注
目
さ
れ
た

畑
ヶ
田
南
遺
跡
で
す
。

　
そ
し
て
も
う
一
つ
は
、
畑
ヶ
田

南
遺
跡
と
同
時
期
に
調
査
を
し
て

い
た
錦
織
南
遺
跡
で
す
。
近
鉄
長

野
線
「
滝
谷
不
動
駅
」
か
ら
、
線

路
沿
い
に
６
０
０
㍍
ほ
ど
南
下
し

た
地
点
で
、　

年
９
月
か
ら
　
月

２５

１２

に
か
け
て
、
開
発
に
先
立
っ
て
発

掘
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
に
も
調
査
地
周
辺
で

は
発
掘
調
査
が
実
施
さ
れ
て
お

り
、
近
鉄
長
野
線
の
線
路
を
挟
ん

だ
東
側
で
は
縄
文
時
代
の
土
器
を

含
む
石
川
の
旧
河
道
が
見
つ
か

り
、
西
側
で
は
古
代
か
ら
中
世
の

建
物
跡
な
ど
が
わ
ず
か
に
確
認
さ

れ
て
い
ま
し
た
。

　
調
査
前
は
、
今
回
の
調
査
地
に

お
い
て
も
、
過
去
の
調
査
成
果
に

近
い
状
況
に
な
る
の
で
は
な
い
か

と
考
え
て
い
ま
し
た
が
、
調
査
を

進
め
て
い
く
と
、
当
初
の
予
想
を

大
き
く
上
回
る
、
た
く
さ
ん
の
遺

構
や
遺
物
が
出
土
し
ま
し
た
。

　
特
筆
す
べ
き
成
果
と
し
て
は
、

竪
穴
建
物
跡
が
　
棟
、
掘
立
柱
建

１０

物
跡
が
６
棟
と
、
た
く
さ
ん
の
建

物
跡
が
見
つ
か
っ
た
こ
と
で
す
。

　
竪
穴
建
物
に
つ
い
て
は
、
何
棟

も
重
な
り
合
っ
た
状
態
で
見
つ

か
っ
た
も
の
も
あ
り
、
同
じ
場
所

で
何
度
も

建
て
替
え

ら
れ
て
い

た
こ
と
が

分
か
り
ま

し
た
。

　
竪
穴
建

物
の
時
期

に
つ
い
て

は
、
出
土

し
た
土
器
か
ら
、
主
と
し
て
古
墳

時
代
後
期
（
６
世
紀
末
）
か
ら
飛

鳥
時
代
初
め
（
７
世
紀
初
め
）
頃

と
思
わ
れ
ま
す
。

　
掘
立
柱
建
物
の
時
期
は
、
出
土

遺
物
が
少
な
く
判
断
が
難
し
い
と

こ
ろ
で
す
が
、
一
部
の
掘
立
柱
建

物
に
つ
い
て
は
、
竪
穴
建
物
が
埋

ま
っ
て
い
た
土
の
上
か
ら
柱
穴
が

掘
ら
れ
て
い
た
の
で
、
そ
の
掘
立

柱
建
物
が
竪
穴
建
物
よ
り
も
新
し

い
時
期
の
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ

と
は
分
か
り
ま
し
た
。

　
周
辺
で
実
施
さ
れ
た
過
去
の
調

査
で
は
、
古
墳
時
代
後
期
ま
で
さ

か
の
ぼ
る
集
落
跡
は
確
認
さ
れ
て

い
ま
せ
ん
。
ま
た
、
た
く
さ
ん
の

建
物
跡
が
集
中
し
て
見
つ
か
る
こ

と
も
初
め
て
で
す
。

　
こ
の
よ
う
な
成
果
か
ら
、
今
回

の
調
査
地
が
古
墳
時
代
後
期
か
ら

飛
鳥
時
代
に
か
け
て
、
周
辺
一
帯

の
中
で
も
当
時
の
集
落
の
中
心
地

で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
、
錦
織
南
遺

跡
の
性
格
を
検
討
す
る
上
で
非
常

に
重
要
な
成
果
が
得
ら
れ
た
も
の

と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　
　
文
化
財
課（
内
線
５
０
７
）

錦織南遺跡で見つかった竪穴建物錦織南遺跡で見つかった竪穴建物跡跡
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１４

　２月１日、ＰＬ教団本庁内コースで、第58回南大阪駅伝競走大会が開催されました。当日は好天

にも恵まれ、参加した236チームの選手たちは、チーム一丸となって６区間計20.1㌔ のコースを全

力で走りました。中継地点では、１秒でも早く次の走者にタスキをつなごうと最後の力を振り絞っ

て走る選手の姿に沿道から熱い声援が送られ、会場は大いに盛り上がっていました。

■■南大阪駅伝競走大会～チーム一丸、タスキをつないで南大阪駅伝競走大会～チーム一丸、タスキをつないで～～

　２月４日、市役所で、市読書感想文コンクー

ルの表彰式が実施されました。

　同コンクールでは、子どもたちの読書活動の

推進と更なる学習意欲の向上を目的に、ジャン

ルを問わずに、市内在住の小・中学生から読書

感想文を募集しました。

　4921作品の応募があり、選考の結果、市長賞・

教育長賞各３作品、とっぴー賞15作品が選ばれ

ました。

■■子どもたちの読書活動を推子どもたちの読書活動を推進進

　１月26日、重要文化財錦織神社で、消防訓練

が実施されました。訓練は、「本殿裏手の森林で、

タバコの投げ捨てにより落葉に着火し出火。本

堂および関係施設に延焼拡大の恐れがある」と

想定し、火災発生の通報により駆け付けた消防

隊員と消防団員が一斉に放水をしました。放水

訓練の後、神社関係者などが初期消火訓練をし、

大切な文化遺産を後世に引き継いでいくため

に、いざというときの備えを学びました。

■■火災から文化財を守れ火災から文化財を守れ！！



■摘みたてイチゴはおいしいね

　農業公園サバーファームでは、今年もイチゴ

狩りが楽しめます。

　２月７日には、たくさんの家族連れが訪れ、

ハウス内で実った赤いイチゴに皆さん目を輝か

せながら、摘みたてのイチゴの味を楽しんでい

ました。

　サバーファームでは５月下旬まで、イチゴ狩

りが楽しめますので、ぜひ、ご家族、ご友人な

どとお越しください。

■けあぱる金剛がオープン

　１月13日、金剛連絡所横に、第３ほんわかセ

ンター出張所「けあぱる金剛」がオープンしま

した。開設を記念したイベントでは、健康と介

護の相談会をはじめ、脳年齢測定や、救急医療

情報キットの配布などがありました。

　同出張所は、医療・介護・福祉の専門職がさ

まざまなご相談をお聞きし、問題解決への支援

をする高齢者総合相談窓口です。ぜひ、気軽に

ご利用ください。

■観光事業を考える

　１月31日、レインボーホール（市民会館）で、

「災害に強い、人にやさしい、 煌 のまちづくり講
きらめき

演会」が開催されました。当日は、大阪府立大

学准教授の小野　達也さんによる講演の後、市

内の各地域において、防災活動などをしている

団体の活動紹介がありました。

　また、防災資機材や防災グッズの展示なども

あり、訪れた人たちは、改めて災害への備えの

大切さを確認していました。

　１月27日、じないまち交流館で、第２回富田

林きらめき会議が開催されました。これは、今

春開館予定の観光交流施設「きらめきファクト

リー」を活用した観光事業などを本市と連携協

定を結んでいる３大学（阪南大学、大阪芸術大

学、大阪大谷大学）の学生たちに、アイデアを

提供してもらうために実施されているもの。集

まった学生たちは、さまざまな意見を出し合い、

富田林の未来を熱心に考えていました。

■災害に備える大切さ

１５



１６

保健医療
明記のないものは費用無料。問い合わせ、申し込みは、保健センター
〔(２８)５５２０・(２９)７７６０〕へ。指定医療機関（※）は、２６年４月号
広報に折り込みの「平成２６年度保健事業案内」をご覧ください。

穴

血

結

訣

激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激

激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激

桁
桁
桁

桁
桁
桁

体力アップ教室

　体や心の不調で、運動を始められな

い人に健康運動指導士や保健師が最適

な方法を提案します。

とき　４月～９月の毎週火曜日、午後

１時１５分～３時４５分（祝日は除く）　

ところ　保健センター

対象者　医療機関でのリハビリテー

ションや、介護保険を利用していない

４０～６４歳の人　

定員　１０人（申し込み先着順）

申し込み　３月６日～、保健セン

ターへ

認知症介護家族の交流会

とき　３月２５日、午後１時３０分～３

時

ところ　中央公民館

内容　講話「認知症の人に対する作業

療法士のかかわり」、参加者同士で情報

交換、交流会

対象者　市内在住の認知症の人を介護

されている人

定員　２０人　

参加費　無料

申し込み　３月１９日までに高齢介護

課（内線１９６）へ（申し込み多数の場合

抽選）　※認知症の人も参加される場

合は事前にご相談ください。

富田林病院理学療法士・作業
療法士募集

職種　理学療法士、作業療法士（いず

れも正規職員）　

※勤務形態など詳しくはお問い合わせ

ください。

申し込み　電話またはＥメールで富田

林病院総務課〔(２９)１１２１・Ｅメール

jinji@tonbyo.org〕へ　

※見学も随時受け付けしています。

けあぱる非常勤登録　　　　
ホームヘルパー募集

勤務時間　月～金曜日の他、土・日曜

日、祝日および早朝（午前８時以前）、夜

間（午後６時以降）

勤務形態　直接自宅から対象者宅を訪

問しケアする直行直帰制　

対象者　介護職員初任者研修以上修了

者（ホームヘルパー２級以上取得者）、

もしくはガイドヘルパー資格取得者

申し込み　休館日を除く午前９時～午

後５時にけあぱるへ

成人歯科健診

とき　３月３１日まで　

ところ　指定医療機関（※） 　

内容　問診、歯科健康診査、歯科保健

指導　

対象者　健診日に満４０・５０・６０・７０歳

の人



１７

 

麻しん風しん予防接種（ＭＲ）
の受け忘れはありませんか   

　麻しん（はしか）は非常に感染力が

強く、感染すると重い合併症を起こす

こともある怖い病気です。風しんも感

染力が強く、特に妊娠初期の妊婦が感

染すると、生まれてくる子どもが目や

耳、心臓などに障がいのある「先天性

風しん症候群」となる可能性がありま

す。また、同予防接種を受けていない

人が増えると、その地域で麻しん、風

 健診・予防接種
しんが流行してしまう可能性もありま

す。

　麻しん、風しんはワクチンの接種で

予防することができ、免疫をより確実

なものにするためには、同予防接種を

２回受ける必要があります。

　対象者は下表「２６年度の指定医療機

関での予防接種」に記載しています。

　また、高校・大学入学時、実習や就

職などで接種証明が求められる場合も

あるため、接種済証や母子健康手帳な

どの予防接種記録は大切に保管しま

しょう。

問い合わせ　保健センター〔(２８)

５５２０〕



子育て相談会

　保健センターでは、毎月１回（第３

火曜日、午後１時～３時３０分）、同相談

会を開催していますので、気軽にご利

用ください（要予約）。

内容　身体計測、発育発達、母乳、離

乳食、幼児食、育児に関する不安や心

配事など子育て全般に関する相談　

※身体計測のみを希望する人は午後２

時３０分～３時に直接お越しください。

問い合わせ　保健センター〔(２８)

５５２０〕

子育て講座

とき　３月１７日、午前９時３０分～１１

時

ところ　ふれんど保育園

内容　楽器遊び

定員　１０組（申し込み先着順）

申し込み　３月９日～、ふれんど保

育園〔(２６)３５７１〕へ

富貴の里保育園内　　　　　
子育て支援センターの催し

①アラフォーママ＆プレママ集まれ！

とき　３月１３日、午前１０時～１１時３０

分

内容　参加者同士の交流会など

対象者　３５～４４歳までの妊娠中の人ま

たは育児中の母親とその子ども

定員　１０組

②ふれあい教室

とき　４月９日～７月２３日の木曜日、

午前１０時～１１時３０分（全１０回）

内容　友達づくりと遊びの紹介など

対象者　平成２５年４月１日以前に生ま

れた子どもとその親

定員　２０組

申し込み　①は３月６日～、電話で、

②は３月１６日（消印有効）までに、

往復はがきに住所、親子の氏名（ふり

がな）、子どもの生年月日、性別、電話

番号、子どもが第何子かと普段気にな

ることを記入し、５８４-００８３小金台一

丁目１４の１５　富貴の里保育園内同セ

ンター〔(２８)７３６４〕へ（①は申し込

み先着順、②は申し込み多数の場合抽

選）

１８

各施設の電話番号は３１ページをご覧ください

「ファミリー・サポート・センター」（こども未来室　内線２０５）　依頼会員として登録された人に、援助者を紹介します。

仕事や用事で子どもの面倒を見られないときにその人に援助を依頼できます。また、援助してくださる人も募集しています。

けあぱる子どもスイミング教室

とき　毎週水曜日および金曜日の部＝

①午後４時３０分～５時３０分、②午後５

時３０分～６時３０分、毎週土曜日の部＝

①午後３時３０分～４時３０分、②午後４

時３０分～５時３０分（いずれも月４回）

ところ　ウエルネスけあぱる

内容　①水慣れから背泳ぎまで、②ク

ロール（２５㍍）の練習から４泳法まで

対象者　小学生

定員　各２５人（申し込み先着順、最少

催行人数５人）

参加費　１カ月５０００円

申し込み　休館日を除く午前１０時～午

後７時（日曜日、祝日は午後４時まで）

に、ウエルネスけあぱるで随時受け付

け



 

リトミック音楽体験教室

　子育てサークル「音の幼稚園」では、

同体験教室を実施します。

　音楽に合わせて、楽しく体を動かし

ましょう。

とき　４月１４日、２１日、①午前１０

時～１０時５０分、②午前１１時～１１時５０分

ところ　市民総合体育館　

対象者　①１歳児、②２～３歳児

定員　各２０人（申し込み先着順、ただ

し初めての人を優先、１人１回のみ参

加可）　

参加費　無料　

申し込み　３月９日～、藤本さん

〔０８０(６１１８)０５１４〕へ　

※同サークルでは会員も募集していま

す。

乳幼児クラブ特別編「おとう
さんもおべんきょう♪」

　父親としての育児・家事への参加に

ついて学びます。

とき　３月１５日、午前９時３０分～１１

時３０分

ところ　児童館

対象者　０歳～就学前までの乳幼児と

その父親（付き添いの母親の参加も可）

定員　２０組　※託児あり。　

参加費　無料　

講師　吉澤　利和さん（子ども情報研

究センター研究員）

申し込み　３月２日～９日までに

児童館へ（申し込み多数の場合抽選、

電話申し込み可）

講座･催し
育児教室「すくすくクラス」

とき　４月２２日、午後０時５０分～３

時１５分、５月２０日、午前９時５０分～

正午（全２回）　

ところ　保健センター

内容　離乳食の完了と幼児食の進め

方、歯の話（ブ

ラッシング指

導）、育児の話

（事故予防）、

ふれあい遊

び、交流会、

おやつの試

食、個別相談など

対象者　１歳～１歳４カ月未満の幼児

と保護者　

定員　２５組（申し込み先着順）

参加費　無料

申し込み　３月６日～、保健セン

ター〔(２８)５５２０〕へ

支援教育研修会「ハートフル
フォーラム」

とき　３月９日、午前９時４５分～１１

時３０分

ところ　市消防本部４階講堂　

※車でお越しの場合は、市役所第二駐

車場をご利用ください。ただし、駐車

場には限りがありますので、できるだ

け公共交通機関をご利用ください。

内容　講演「幼児の心を育てる～小学

校入学までに培っておきたい力～」

定員　１００人（当日、直接会場へ）

参加費　無料

講師　和田野　康子さん（元大阪大谷

大学教授）

問い合わせ　教育指導室（内線３６４）

ファミリー・サポート・セン
ター講習会

　ファミリー・サポート・センターで

は、援助してほしい人と援助したい人

が会員となり、子育てを地域で相互に

応援しています。　

　このたび、子どもの病気に対する正

しい知識と理解を深めていただくた

め、次のとおり講習会を開催します。

会員以外の人も参加していただけます

ので、気軽にお越しください。

とき　３月３０日、午後２時～３時３０

分

ところ　市消防本部４階視聴覚室　

※車でお越しの場合は、市役所第二駐

車場をご利用ください。ただし、駐車

場には限りがありますので、できるだ

け公共交通機関をご利用ください。

内容　小児科医による子どもに多い病

気についての講演など

対象者　小学生以下の子どもの保護者

定員　５０人（申し込み先着順）　

※保育あり（１５人程度、申し込み先着

順）。

参加費　無料

講師　片岡　知さん（富田林病院小児

科部長）

申し込み　３月６日～２０日までに

こども未来室（内線２０５）へ

１９
※広告の問い合わせは、株式会社ホープ〔０９２(７１６)１４０４・０９２(７１６)１４６７〕へ。

広告枠
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防衛省自衛官募集(幹部候補生）

応募資格　日本国籍を有する２２歳以上

２６歳未満の人など　※詳しくはお問い

合わせください。

受付期間　３月１日～５月１日ま

で

１次試験日　５月１６日（飛行要員は

１６日、１７日の２日間）

問い合わせ　自衛隊富田林地域事務所

〔(２４)３７９９〕

募　集
 

発達相談

　こども未来室では、臨床心理士によ

る児童の発達相談を実施していますの

でご利用ください。　

とき　毎週月～金曜日、午前９時～午

後５時３０分（祝日は除く）

内容　１８歳未満の児童の発達相談や保

護者に対する助言

問い合わせ　こども未来室（内線２０６、

２０７）

相　談

各施設の電話番号は３１ページをご覧ください

知って得する！リフォーム講座

　専門家による耐震、バリアフリーに

ついての講演会、個別相談会を開催し

ます。リフォームをお考えの人はぜひ

ご参加ください。

とき・内容　３月１４日、午後１時３０

～３時３５分＝講演会、午後３時３５分～

４時３０分＝個別相談会　

ところ　市消防本部

定員　５０人（申し込み先着順）

参加費　無料

申し込み　３月６日～、住宅政策課

（内線４３８）へ

こころの電話相談　〔(２５)８２６４〕 毎週水曜日　午前１０時～午後３時３０分（ただし、祝日は休み）



 

市奨学金の申請を

　経済的理由で、高等学校や高等専門

学校、高校卒業資

格が取れる専修学

校などへの修学が

困難な人に、奨学

金を給付します。

対象者　本市在住

の高校生（生活保

護世帯を除く）

給付額　年額４万

円、入学支度金（新

１年生のみ）は１万円加算

給付時期　前期分は８月、後期分は２８

年２月の２回　

募集人員　約１００人

申し込み　教育指導室、金剛連絡所、

または市立中学校で配布する申請書に

必要事項を記入し、３月２日～４月

１０日までに同室（内線３６４）へ　

※現在給付を受けている人も、改めて

申請が必要です（郵送不可）。

 

「オープンデータを活用し新
しいまちづくりへチャレン
ジ！」セミナー

　行政が保有する公共データが二次利

用できる形で公開される「オープン

データ」を生かして、地域住民や民間

企業が進めているまちづくりの最新事

例を学びます。

とき　３月１７日

、午後７時～

８時３０分

ところ　市民公

益活動支援セン

ター（小金台二

丁目５の１０）

定員　２０人（申し込み先着順）

参加費　無料

申し込み　３月６日～、ＮＰＯ法人

きんきうぇぶ〔(２９)００１９・Ｅメール

office@kinkiweb.net〕へ

教　育

講座･催し

 

学生納付特例は毎年申請が　
必要です

　国民年金保険料を納めることが困難

な学生は、本人の前年所得が１１８万円以

下の場合、申請し承認されると保険料

の納付が猶予されます。

　２６年度に申請をして承認を受けた人

も、改めて申請が必要です。

　ただし、２７年度分は４月から受け付

け開始となります。

●学生納付特例の承認を受けた期間は

①承認期間中の障がいや死亡といった

不慮の事態には、受給資格があれば障

がい基礎年金や

遺族基礎年金が

支給されます。

②年金の受給資

格期間には算入

されますが、老

齢基礎年金の年

金額には反映されません。

③承認を受けた期間の保険料は、１０年

以内であれば後払い（追納）できま

す。

※２年を過ぎて後払いする場合は、当

時の保険料に経過した期間に応じて、

一定の額が加算されます。

対象者　大学（大学院）、短期大学、高

等学校、高等専門学校、専修学校、各

種学校（修業年限１年以上である課

程）、一部の海外大学の日本分校などに

在学する学生（夜間、通信制課程も可）

手続き　年金手帳、印鑑、学生証など

学生であることを証明できるものを

持って保険年金課（内線１５３、１５４）へ

※２６年度の学生納付特例の承認を受け

た人で、日本年金機構が在学予定年月

を把握できた人には、３月下旬に学生

納付特例申請はがきが送付されます。

引き続き同じ学校に在学中の場合は、

必要事項を記入の上返送し、承認され

ると４月～２８年３月についても納付が

猶予されます。

問い合わせ　天王寺年金事務所〔０６

(６７７２)７５３１〕

国民年金
介護職員初任者研修受講生募集

とき　３月１４日～７月２５日

ところ　村田医院文化センター棟室

（青葉丘８の１４）、デイサービスセン

ターさえずり（五軒家一丁目２５の１０）

内容　通学２０回、通信教育（添削）４

回　※研修終了後、心肺蘇生練習キッ

トをお渡しします。

定員　２０人（申し込み先着順）

受講料　６万９８００円（教材費含む）　

※高校生以上の学生は４万８８６０円。た

だし、学生証の提示が必要です。

申し込み　３月６日～、ＮＰＯ法人

サンキューネット〔０７２(３６５)２３５２〕

へ

府手話通訳者養成講座

　手話を必要とする聴覚障がい者のコ

ミュニケーション手段を確保するた

め、手話通訳活動をする「手話通訳者」

を養成する同講座を開催します。

とき　５月２２日～２８年３月４日、

午前９時～１１時３０分

※詳しい日程はお問い合わせください。

ところ　八尾市立障害者総合福祉セン

ター（八尾市南本町八丁目４の５）

対象者　次の条件を全て満たす人　

○府内在住・在勤の人

○手話で聴覚障がい者と日常会話がで

きる人　

※府の手話通訳者としてすでに登録さ

れている人および手話通訳士としてす

でに活動されている人は受講できませ

ん。

定員　３０人

受講料　無料（ただし教材費実費）

申し込み　障がい福祉課（内線１９３）に

備え付けの申込書に必要事項を記入

し、４月３日（必着）までに５４０-

８５７０　府民お問い合わせセンター「手

話通訳者養成講座」係〔０６(６９１０)

８００１〕へ郵送（府ホームページ内「手

続き・催しの総合案内」〔http://www.

pref.osaka.lg.jp/annai/〕からも申し込

みできます）

※同講座を受講するためには、４月２４

日、午前９時３０分～１１時３０分に実施

する判定試験に合格する必要がありま

す。

２１



 

水道管緊急修繕業務を委託し
ています

　緊急の水漏れなどがあった場合、本

市では市管工事業協同組合（向陽台一

丁目３の１１）と委託契約しており、水

道管のトラブルに２４時間体制で対応し

ています（出張料は発生しません。た

だし、修繕費用は個人負担となりま

す）。

問い合わせ　市管工事業協同組合

〔０１２０(０３２)４９７〕（月～金曜日、午前

９時～午後５時３０分）　※その他の時

間帯は市役所宿直室〔(２５)１０００〕へ

ご連絡ください。

 

市・府民税の申告期間は　　 

３月1６日までに！

　市・府民税の申告をしなければなら

ない人は、今年１月１日現在本市に居

住し、昨年中に所得のあった人です（給

与所得だけで特別徴収されている人

や、所得税の確定申告をした人は必要

ありません）。

ところ　市役所地下９０２・９０３会議室

受付時間　午前９時～午後５時３０分　

※申告されていない場合、次のような

ことに影響が出ますので、申告にご協

力ください。

○市・府民税証明書の交付ができない

ことがあります。

○公的年金にかかる所得のみの人など

で、年金保険者への扶養親族等申告書

の提出がなかった場合、または確定申

告書などの提出がなかった場合におい

て、控除される情報が得られないため

に、扶養・配偶者控除などの適用が可

能でも、控除が適用されないことがあ

ります。

○後期高齢者医療保険制度などの保険

料の軽減措置の適用を受けられないこ

とがあります。

問い合わせ　課税課（内線１１１、１１２）

上下水道

税

固定資産税の『縦覧帳簿の縦覧』
と『課税台帳の閲覧』を実施

縦覧帳簿の縦覧　

　縦覧帳簿の納税者本人の土地・家屋

の評価額と市内の他の土地・家屋の評

価額を比較できます。

記載内容

◇土地価格等縦覧帳簿＝所在、地番、

地目、地積、価格、市街化区域・市街

化調整区域の別

◇家屋価格等縦覧帳簿＝所在、家屋番

号、種類、構造、床面積、価格、建築年

縦覧できる人

◇土地価格等縦覧帳簿＝市内に土地を

所有している納税者

◇家屋価格等縦覧帳簿＝市内に家屋を

所有している納税者

※いずれも納税管理人、納税者の同居

親族、委任状を持っている代理人でも

可。

期間　４月１日～６月１日まで

（土・日曜日、祝日は除く）の午前９

時～午後５時３０分

課税台帳の閲覧　

　所有者は固定資産課税台帳を閲覧で

きます。また、借地人・借家人なども

賃借権などの目的となる土地・家屋に

ついて記載された部分を閲覧できま

す。

閲覧できる人

◇納税義務者

◇納税管理人、納税者の同居親族、委

任状を持っている代理人　

◇借地人、借家人など（ただし、権利

関係と有償であることを示す書類が必

要です）

期間　４月１日～２８年３月３１日ま

で（土・日曜日、祝日は除く）の午前

９時～午後５時３０分

縦覧・閲覧に必要な書類など　

・本人確認ができる書類（納税通知書

や運転免許証など）

・納税管理人や納税者の同居親族は閲

覧できますが、代理人が来られる場合

は委任状が必要

・法人名義の物件については、委任状

または申請書に代表印の押印が必要

縦覧・閲覧場所　

課税課（内線１１３～１１６）

納付は便利な口座振替で

　市税で口座振替ができるのは、固定

資産税・都市計画税、市・府民税（普

通徴収のみ）、軽自動車税です。口座振

替は期別ごと

の納付だけで

なく、全期前

納も利用でき

ます。

　また、各税

金の納期限に

自動的に引き落としされるため、金融

機関などに行く必要はなく、納め忘れ

もありませんので、ぜひご利用くださ

い（全期前納の場合は、第１期の納期

限）。

申し込み　

●ペイジー口座振替サービスでの申し

込み　

　引き落としを希望する口座のキャッ

シュカード（暗証番号の入力が必要）

を納税課に持参いただくだけで、簡単

に金融機関への口座振替の手続きがで

きます。

※対応している金融機関など詳しく

は、お問い合わせください。

●取扱金融機関の窓口での申し込み　

　納税通知書と通帳の印鑑を持参の

上、口座振替依頼書（市内の金融機関

に備え付け）に必要事項を記入し、市

税取扱金融機関へ。　

※市外の金融機関などで申し込む場合

は、お問い合わせください。

申込期限（27年度）

問い合わせ　納税課（内線１２２）

各施設の電話番号は３１ページをご覧ください

２２
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保険料の納め忘れはありませ
んか

　国民健康保険料、後期高齢者医療保

険料、介護保険料は事業の運営に欠か

すことのできない大切な財源です。必

ず期限内に納付してください。

　期限内に納付されない場合は、財産

の差し押さえなどの対応を取ることが

あります。

　なお、国民健康保険料を滞納してい

る世帯は、有効期限の短い保険証の交

付対象になり、滞納の状況によっては、

通常の被保険者証の代わりに、医療機

関の窓口でいったん医療費全額を支払

う「資格証」の交付対象となります。

　後期高齢者医療保険料を滞納してい

ると、有効期限の短い保険証の交付対

象になります。

　介護保険料を滞納していると、保険

給付が制限されることがあります。

※今月は２６年度分国民健康保険料、後

期高齢者医療保険料、介護保険料の最

終納付月です。

問い合わせ　国民健康保険料について

は保険年金課（内線１５２、１５６)、後期高

齢者医療保険料については福祉医療課

（内線１５８、１５９)、介護保険料について

は高齢介護課（内線１７５、１７６）

介護保険
保険料の納付は便利な口座振
替で

　普通徴収対象者の国民健康保険料、

後期高齢者医療保険料、介護保険料は、

市から送付する納付書によって保険料

取扱金融機関、コンビニエンスストア

（後期高齢者医療保険料を除く）また

は市役所で納めていただくことになっ

ています。

　保険料のお支払いは、納期限ごとに

自動的に指定の預（貯）金口座から引

き落としされる口座振替が便利で確実

です。

　普通徴収の対象者で口座振替を希望

される人は、納入通知書と通帳の印鑑、

預（貯）金通帳を持参し、保険料取扱

金融機関、または国民健康保険料につ

いては保険年金課、後期高齢者医療保

険料については福祉医療課、介護保険

料については高齢介護課で手続きをし

てください。

　また、引き落としを希望する口座の

キャッシュカード（暗証番号の入力が

必要）を市役所に持参いただくだけで、

簡単に金融機関への口座振替の手続き

ができるペイジー口座振替受付サービ

スの取り扱いもしています。対応して

いる金融機関は次の通りです。

●ペイジー口座振替受け付けサービス

対応金融機関

りそな銀行、三菱東京ＵＦＪ銀行、三

井住友銀行、近畿大阪銀行、池田泉州

銀行、関西アーバン銀行、成協信用組

合、ゆうちょ銀行（郵便局）

　詳しくはお問い合わせください。

問い合わせ　保険年金課(内線１５２、

１５６)、福祉医療課（内線１５８、１５９）、高齢

介護課（内線１７５、１７６）

 

献血にご協力を

とき　３月２１日、午前１０時～正午、

午後１時～４時３０分

ところ　エコール・ロゼ

対象者　１８～６９歳で体重が５０㌔以上の

人　※その他詳しい条件などはお問い

合わせください。

問い合わせ　市献血推進協議会（総合

福祉会館内）〔(２５)８２６１〕

重度障がい者タクシー利用券
（基本料補助）を送付します

　本市では、身体障がい者手帳（１・

２級）、療育手帳（Ａ）、精神障がい者

保健福祉手帳（１級）のいずれかをお

持ちの人を対象に、タクシー料金の一

部（基本料金）を補助する重度障がい

者タクシー利用券を交付しています。

　現在、重度障がい者タクシー利用券

(空色)をお持ちの人は、３月３１日ま

でが有効期限です。引き続き、要件に

該当する人には、新しい同タクシー利

用券(うす紫色)を３月末に自宅へ郵送

します。新しい同タクシー利用券(う

す紫色)は４月１日から利用できま

す。届かない場合や郵送での交付を希

望されない場合は、障がい福祉課まで

ご連絡ください。なお、昨年度に交付

申請をしていない人や、初めて利用され

る人については申請手続きが必要です。

交付枚数　１カ月３枚で年間３６枚　

※福祉施設などへ入所している人、外

出支援サービスを利用している人は対

象外ですので交付できません。

問い合わせ　障がい福祉課（内線１９３）

福　祉

２３
※広告の問い合わせは、株式会社ホープ〔０９２(７１６)１４０４・０９２(７１６)１４６７〕へ。

広告枠
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がんばった人に花まる！

●第62回市民体育大会・第34回市長

杯少年剣道大会結果

◇個人の部

《小学１・２年生男子の部》優勝　奥

山　智裕／準優勝　豊澤　世那／第３

位　梶　太馳、川端　大惺

《小学１・２年生女子の部》優勝　本

松　みのり／準優勝　宮川　結衣／第

３位　河野　はるか、畠中　木花

《小学３・４年生男子の部》優勝　葉

山　知紀／準優勝　中林　風雅／第３

位　大谷　万尋、岩下　翔太朗

《小学３・４年生女子の部》優勝　篠

原　彩葉／準優勝　佐野　由季／第３

位　河野　ひかり、石田　奈南実

《小学５・６年生男子の部》優勝　栂

尾　鷹兵／準優勝　堀内　凌／第３位

東　浩史、片山　一葉

《小学５・６年生女子の部》優勝　寺

田　月乃／準優勝　塩野　はな／第３

位　上尾　真璃、沖原　朋美

《中学生男子の部》優勝　松田　圭司

／準優勝　松田　吏生／第３位　阪口

　大洋、芝　康平

《中学生女子の部》優勝　田中  まみ

／準優勝　長谷  緋菜／第３位　鎌田

　星那、久保田　楓花

《高校生男子の部》優勝　神之門　智

也／準優勝　辻田　賢人／第３位　野

中　雄樹、山　海斗

《高校生女子の部》優勝　鎌田　玲光

／準優勝　松元  比那／第３位　河村

　範子、岡村　有紗

《一般男子の部》優勝　田中  孝賢／

準優勝　西川　吉紀／第３位　田中　

秀武、高松　照幸

《一般女子の部》優勝　松本　佳奈子

／準優勝　船垣  春恵／第３位　篠原

　紅葉、八坂　尚美

◇団体の部

優勝　富田林練達会Ａ／準優勝　登美

丘剣友会／第３位　河南剣心会、狭山

剣心会

２４

●コスモス健康体操

Ａ２０歳以上の男女　Ｂ１０人　Ｃ火曜

日、午前１０時～１１時３０分（月３回）　Ｄ

けあぱる　Ｅ月額１５００円～２０００円　

Ｆ・Ｇ村上　みどりさん〔０９０(３８７３)

０５１１〕　※体験随時受け付け。

●金剛太極拳同好会

Ａ市内在住・在勤の人　Ｂ１０人　Ｃ毎

週火曜日、午後１時～２時４５分　Ｄ金

剛公民館　Ｅ月額１０００円（教材費実費）

Ｆ３月１７日、午後１時に直接活動場

所へ　Ｇ中村　千代美さん〔(２９)

８４９０〕（午後５時以降）

●巍桜館育成会（空手）

Ａ５歳以上の市内在住・在勤・在学の

人　Ｂ多数　Ｃ毎週月・金曜日、午後

６時３０分～９時　Ｄ富田林小学校体育

館　Ｅ入会金３０００円、月 額２５００円　

Ｆ・Ｇ大松　善美さん〔(２３)５５１９〕

●日本空手道明武会金剛支部

Ａ小・中学生の男女　Ｂ多数　Ｃ毎週

金曜日、午後５時～７時　Ｄ伏山台小

学校体育館　Ｅ入会金３０００円、年会費

２０００円、月額３０００円　Ｆ・Ｇ山畑　香織

さん〔(２８)９２８１〕

●拳心館（空手）

Ａ４歳以上の男女　Ｂ多数　Ｃ毎週

土・日曜日、午前１０時～正午　Ｄ喜志

西小学校体育館　Ｅ幼児１０００円、小学

生以上２０００円　Ｆ・Ｇ松本　常夫さん

〔０９０(５０４８)５２０６〕

●富田林ボーイズ小学部（少年硬式野球）

Ａ小学生　Ｂ多数　Ｃ毎週土・日曜日、

祝日、午前９時～午後５時　Ｄ金剛東・

金剛中央グラウンドほか　Ｅ入会金

４５００円（１～３年生は３０００円）、月額

８０００円（１～３年生は６０００円）　Ｆ・Ｇ

鬼頭さん〔０９０(３８４２)９５１３〕　※３月

８日、午前９時～正午、金剛中央グ

ラウンドで体験教室を開催します。　

●ペルビッククラブ（骨盤体操）

Ａ市内在住・在勤の人　Ｂ若干名　Ｃ

毎週金曜日、午後２時～３時　Ｄけあ

ぱる　Ｅ月額３０００円　Ｆ・Ｇ米永さん

〔０７０(６６８６)４０４６〕

●ポピンズ（リズム体操）

Ａ市内在住・在勤の女性　Ｂ５人　Ｃ

毎週金曜日、午後１時４０分～２時４０分

Ｄ中央公民館　Ｅ月額３０００円　Ｆ・Ｇ

岡村　美佐子さん〔(２９)２９０７〕

《新刊案内》

■小説・エッセイなど

でんでら国　　　　　　　　　平谷　美樹

死と砂時計　　　　　　　　　鳥飼　否宇

おはなし会

①中央図書館　３月８日、２２日

②金剛図書館　３月７日、４月４日

③東分室　３月８日

④喜志分室　３月２２日

※①は午前１０時３０分～１１時、②～④は午後

３時～３時３０分に開催。

じゅうたんコーナーでのよみきかせ

中央図書館　３月１日、１５日、２９日、

４月５日、午前１０時３０分～１１時

金剛図書館　３月１４日、２８日、午後３

時～３時３０分

あかちゃんのおはなし会

金剛図書館　３月１２日＝６カ月～１歳未

満の乳児と保護者対象、１９日＝１歳児と

保護者対象、いずれも午前１０時１０分～１０時

４０分、午前１１時～１１時３０分（先着各１５組、

ハンカチ持参）　※午前１０時４０分～１１時に

は、保健師による子どもの育ちについての

お話もあります。

※いずれも当日、直接会場へ。

自動車文庫「つつじ号」巡回日程



ただけるボランティアを募集していま

す。ボランティアとして参加していた

だくためには、３月１９日、午後１時

～３時に金剛図書館で開催される研修

に参加する必要があります（申し込み

は、３月６日、午前１０時～、各図書

館へ）。詳しくは、各図書館へお問い合

わせください。

とんだばやし国際交流協会　
語学講座

とき・内容など　下表のとおり

ところ　ＮＰＯ法人とんだばやし国際

交流協会事務所

定員　各13人（申 し込み先着順）

申し込み　３月６日～、同協会

〔(24)2622〕へ

※受講料は１カ月当たりで、同協会会

員以外の人は別途１０００円が必要です。

 

●文字ずり会（書道）

Ａ市内在住・在勤の人　Ｂ５人　Ｃ毎

週金曜日、午前９時３０分～１１時３０分　

Ｄ中央公民館　Ｅ月額１５００円（材料費

実費）　Ｆ・Ｇ高砂　美津枝さん

〔(２９)３９０６〕（午後５時以降）

クラブ員募集

図書館行事「春休みとしょか
んリサイクル工作大人も子ど
もも楽しもう！」

とき　①３月２５日、②２６日、いず

れも午前１０時３０分～正午

ところ　①金剛図書館、②中央図書館

内容　牛乳パックなど身近な材料でお

もちゃをつくる

対象者　４歳～小学生（ただし、小学

生未満は保護者同伴）

定員　各３０人（申し込み先着順）

参加費　無料

持ち物　はさみ、使

用済みのはがき、牛

乳パック２個、ペッ

トボトルのふた４個

申し込み　３月６日、午前１０時～、

①は金剛図書館、②は中央図書館へ（電

話申し込み可）

※上記、図書館行事をお手伝いしてい

２５

  

個別指導のパソコン講座

とき　毎週月・木・土曜日、①午前９

時３０分～１０時４５分、②午前１１時～午後

０時１５分、希望日・時間帯を予約でき

ます（各７５分）

ところ　ＮＰＯ法人きんきうぇぶ（小

金台二丁目５の１０）

内容　パソコン入門、インターネット・

メール、ワード、エクセル、デジタル

カメラ（取り込み、編集）から選択　

定員　各８人（申し込み先着順）

受講料　４回券４８００円、６回券６６００円、

８回券８０００円（別途テキスト代実費、

無料貸し出しもあり）

申し込み　３月６日～、同きんき

うぇぶ〔(２９)００１９・Ｅメールoffice@

kinkiweb.net〕へ

 カルチャー

Ａ対象者 Ｂ募集人数 Ｃ活動日時

Ｄ活動場所 Ｅ会費 Ｆ申し込み

Ｇ問い合わせ



各施設の電話番号は３１ページをご覧ください

２６

受講料　２万６０００円（別途道具・材料

代実費）

③英会話をもっと楽しむ講座　

　日常生活の場面を再現して積極的に

会話を楽しんだり、英語の歌をうたっ

たりしながら英会話を学びます。

とき　４月９日～２８年３月２４日の木曜

日、午後１時～３時ごろ（全３６回）

定員　２人　

受講料　3万６０００円（別途テキスト代

実費）

申し込み　いずれも３月１０日、午前

９時～、けあぱるへ（申し込み先着順、

電話申し込み不可）　

※いずれも３月６日、午前７時～、

けあぱるホームページ〔http://carepal.

or.jp/〕からも申し込みできます（定員

①③各３人、②５人、申し込み先着順）。

27年度けあぱる講座受講生
募集

①けあぱる絵手紙講座　

　簡単で、とっても楽しい絵手紙の世

界を一緒に学んでみませんか。

とき　４月９日～２８年３月１０日の第２

木曜日、午後１時～３時ごろ（全１２回）

定員　２人　

受講料　２万円（別途道具代実費）

② 篆隷 書・
てんれい

 篆刻 講座
てんこく

　「篆書」や「隷書」といった字体を学

び、石などに名前や雅号、詩句などの

文字を彫る初心者向けの講座です。

とき　４月３日～２８年３月１７日の第１

金曜日と第３木曜日、午後１時～３時

ごろ　（全２２回）

定員　１０人　

富田林人形劇まつり

　公民館講座から結成された「人形劇

団Ｚｏｏっと」の結成２０周年を記念し

て、地元

で活躍中

の人形劇

団などが

集まり、

同まつり

を開催し

ます。

　また、子ども用品のバザーや手作り

コーナーなどのイベントも同時開催し

ます。

とき・内容・出演など　下表のとおり

ところ　中央公民館

問い合わせ　中央公民館

点訳パソコン講習会

　現在、点訳はパソコン点訳が主流と

なっています。このたび、ニーズが増

しているパソコン点訳をより多くの皆

さんに体験していただくため、同講習

会を開催します。

とき　３月１４日、午前１１時～正午、１６

日、午前１０時～正午（全２回）

ところ　市社会福祉協議会ボランティ

アセンター

定員　７人（申し込み先着順）

参加費　無料　講師　点訳サークル

申し込み　３月６日～、同協議会事

務局〔(２５)８２００〕へ　※パソコン点

訳機材などは用意します。



２７

  

ボーイスカウト体験入隊

　自然いっぱいのキャンプ場で、ター

ザンごっこなどをして一緒に遊ぼう。

とき　４月１２日、午前９時～正午　

ところ　市立青少年教育キャンプ場

対象者　幼稚園年長～小学校低学年の

男女　

定員　２０人（申し込み先着順）

参加費　無料

申し込み　３月６日～、北　幹雄さ

ん（日本ボーイスカウト富田林第１団）

〔０９０(３２８８)５３３１〕へ

市こ連加盟登録こども会募集

　市こども会育成連絡協議会では、２７

年度の加盟登録こども会を募集してい

ます。

　同協議会は、地域こども会活動の運

営に役立つ事業を実施したり、情報を

提供したりしています。

　また、こども会活動中の事故に対す

る保険（安全共済会）も取り扱ってい

ます。２７年度の加盟登録と安全共済会

加入を次のとおり受け付けます。

対象者　市内で活動している子ども会

登録分担金　１団体年額＝２０００円

安全共済会費　１人年額＝府こ連２５０

円、全子連７０円　

※全子連のみの加入はできません。

申し込み　４月１日～、午前９時～

午後５時３０分（土・日曜日、祝日を除

く）に登録分担金と安全共済会費を持

参し、社会教育課（青少年センター）へ

※ただし、３月２９日、午前９時～正

午は日曜日も受け付けします。

 カルチャー山中田１号墳出土品の特別公
開「かがり台ができるまえ」

　「かがりの郷まつり」の開催に合わせ

て、かがり台の宅地造成前の発掘調査

で見つかった 勾 
まが

 玉 などの出土品を、１
たま

日限定で特別公開します。

とき　３月７日、午前１０時～午後４

時

ところ　かがりの郷１階展示室

入場料　無料

問い合わせ　文化財課（内線５０７）

けあぱるロビーコンサート

とき・内容　①３月３１日＝合唱コン

サート、②４月１日＝ハープコン

サート、③２日＝フラダンス、④３

日＝大正琴コンサート、⑤４日＝

サクソフォンコンサート、⑥５日＝

管弦楽コンサート、いずれも正午～午

後０時４５分ごろ（③は０時３０分まで）

※午前１１時３０分開場。

出演　①清教学園合唱部、②花音＆風

歌、③ウエルネスけあぱるフラガール

ズ、④大正琴サークル「いつみ会」、⑤

サクソフォンユニット、⑥南大阪管弦

楽団

ところ　けあぱる１階ロビー

定員　各５０人（当日、直接会場へ）

入場料　無料

問い合わせ　けあぱる

  

第18回市美術協会展　　　
「富美展」　  　　   

とき　３月２５日～２９日、午前１０時

～午後６時（２９日は午後４時まで）

ところ　すばるホール３階展示室

内容　日本画、洋画、彫刻、書、写真

入場料　無料

問い合わせ　一色　正信さん〔(２９)

６０５０〕

第65回市民文化祭参加者募集

①市民民謡大会

とき　６月２１日

対象者　市内在住・在勤で５人以上の

団体　

定員　１０団体

②ダンスフェスティバル

とき　７月４日

対象者　主に市内で活動している５人

以上５０人以下の団体（市

外で活動している場合で

も市内在住の人が過半数

の団体は可）　

定員　６団体

ところ　すばるホール

申し込み　いずれもすばるホール、市

役所、中央・金剛・東公民館、レイン

ボーホール（市民会館）に備え付けの

申込書に記入し、３月１５日～２２日

までにすばるホール（休館日を除く午

前９時～午後５時）へ（申し込み多数

の場合抽選）　

※②は３月２９日、午前１１時～、すば

るホールで抽選会と説明会を実施しま

す。

  イベント

※広告の問い合わせは、株式会社ホープ〔０９２(７１６)１４０４・０９２(７１６)１４６７〕へ。

広告枠



各施設の電話番号は３１ページをご覧ください

２８

  

人権文化センター                 
「早春ビッグイベント」

　同センターでは陶芸、習字などの講

座やハイキング、親子料理教室などを

実施し、多くの皆さんが参加していま

す。

　その発表の場として、次のとおり講

座生作品展を開催します。

　また、音で楽しむ多文化交流会や人

権パネル展などもあります。

とき　３月１２日～１４日、午前１０時

～午後８時（１４日は午後５時まで）

ところ　人権文化センター（車での来

場はご遠慮ください）

《講座生作品展》

　講座生が作った手芸、習字、ペン習

字、陶芸、七宝焼、識字などの作品や

料理教室、健康体操、万歩教室などの

様子を撮った写真を展示します。

《人権パネル展》

　「地域紛争下の子どもたち」を展示し

ます。

《直径1.3ミリの盆栽を展示》

　本市在住の千嶋　満雄さんが作った

小指の先ほどの小さな鉢植え「極小豆

盆栽」を展示します。

《音で楽しむ多文化交流会》

　和太鼓、ゴスペル、三味線、大正琴

などの演奏を聴きながら、世界の文化

を楽しんでいただきます。　※１４日、

午後１時～４時のみ開催（定員８０人）。

参加費　無料（いずれも当日、直接会

場へ）

問い合わせ　人権文化センター

  イベント サバーファームだより

　大好評の「イチゴ

狩り」を実施してい

ます（生育状況によ

り実施できない日が

ありますので、前日

にお問い合わせくだ

さい）。

●イチゴ大福作り　

とき　３月７日、８日、１４日、

１５日、２１日、２２日、２８日、２９

日、４月４日、５日、午前１０時

３０分～正午、午後０時３０分～２時、午

後２時２０分～３時３０分

定員　各２０人　

参加費　７００円

●トマト植え付け体験

とき　３月１４日、１５日、午前１０時

３０分～正午

定員　各３０人　

参加費　無料

※いずれも当日、午前９時３０分～、受

け付け（申し込み先着順）

※入園料は別途必要です（ただし、レ

ストランのみご利用の場合は、入園料

なしでご利用いただけます）。

問い合わせ　サバーファーム

特別投映　　　　　　　　    
字幕付きプラネタリウム

　聴覚に障がいのある人にプラネタリ

ウムを楽しんでいただけるよう、すば

るホールのスタッフが字幕を手作りし

ました。全編字幕付きで投映されます

ので、この機会にぜひご覧ください。

とき　３月２１日、①午前１１時～、②

午後１時～、③午後２時３０分～、④午

後４時～

ところ　すばるホール３階プラネタリ

ウム室

内容　①「しまじろうとたんじょうび

のおほしさま」、②④「ドラえもん宇宙

ふしぎ大探検２」、③「オーロラ夜空を

彩る光のダンス」

定員　各１７０人（当日、直接会場へ）

入場料　５００円（中学生以下２５０円）

※ただし、４歳未満および障がい者・

療育手帳をお持ちの人は無料（毎回入

れ替え制）。

問い合わせ　すばるホール

露子＆寺内町の歌詞・写真募集

　（一社） 露  香 会では、寺内町などを
ろ こう

テーマにした作品を次のとおり募集し

ます。受賞作品は、６月１３日に開催

予定の第５回「 石上 　露子生誕祭」で
いそのかみ

表彰されます。

①歌詞の部

石上　露子および寺内町をテーマに２

番以上の歌詞があるもので、Ａ４用紙

（１枚で１曲）に歌詞、曲名、メロ

ディーのイメージなどを記入。合同制

作も可。受賞作品を同会で作曲

②写真の部

寺内町をテーマに四つ切り（ワイド不

可）またはＡ４サイズでプリントした

ものに作品名、撮影場所を添付。白黒、

カラー、組写真（５枚以内）いずれも

可。応募作品を５月３１日～６月１４日

まで寺内町センターに展示

応募方法　①は４月２０日まで、②は

５月１５日（いずれも消印有効）まで

に住所、氏名、年齢、電話番号を明記

し、５８４-００９３本町９の８　ギャラリー

彩内同会事務局〔(２６)２７７１〕へ

※いずれも未発表作品に限ります。

※広告の問い合わせは、株式会社ホープ〔０９２(７１６)１４０４・０９２(７１６)１４６７〕へ。

広告枠



３月・４月の　　　　　　　 
東公民館ホール一般開放

利用内容と貸出遊具　卓球、バドミン

トン、フリーテニス、輪投げ、インディ

アカ、カラーボール

とき　３月８日～４

月２６日の毎週日曜

日、いずれも午前９

時～午後５時

使用料　無料　

持ち物　上靴　

問い合わせ　東公民館

健康づくり教室（10回）

《水泳の部》

①はじめてスイミング　４月１４日～６

月２３日の火曜日、午後１時～２時

②スイムトレーニング　４月１４日～６

月２３日の火曜日、午後２時３０分～３時

３０分

③アクアビクス　４月８日～６月２４日

の水曜日、午前１１時～正午

④４泳法チャレンジ　４月８日～６月

２４日の水曜日、午後１時３０分～２時３０分

⑤クロールからのステップアップ　４

月８日～６月２４日の水曜日、午後３時

～４時

⑥クロール入門　４月１６日～６月２５日

の木曜日、午後１時～２時

⑦水中ウォーキング　４月１６日～６月

２５日の木曜日、午後２時３０分～３時３０分

⑧平泳ぎプラス　４月１７日～６月２６日

の金曜日、午後１時～２時

⑨リラックススイミング　４月１７日～

６月２６日の金曜日、午後２時３０分～３

時３０分

⑩アクアトレーニング　４月１８日～６

月２７日の土曜日、午後２時～３時

  

府障がい者スポーツ大会

とき　５月１０日、１６日、１７日、

２３日、２４日、午前８時３０分ごろ～

ところ　万博記念競技場（吹田市）、な

みはやドーム（門真市）ほか　

種目　陸上、水泳、卓球、フライング

ディスク、アーチェリー、ボウリング

対象者　身体・知的障がい者で手帳所

持者　

参加費　無料

申し込み　３月１６日までに障がい福

祉課（内線１９２）へ

おたっしゃ教室体験会

　体力に自信のない人でも参加でき

る、楽しみながら筋力トレーニングを

実践する教室です。

とき　３月２６日、午前１１時～正午

ところ　ウエルネスけあぱる

対象者　６０歳以上の人

定員　１０人（申し込み先着順）

参加費　５００円

申し込み　３月６日、午前１１時～、

ウエルネスけあぱるへ（電話申し込み

可）

※３月６日、午前７時～、けあぱる

ホームページ〔http://carepal.or.jp/〕か

らも申し込みできます（定員５人、申

し込み先着順）。　

  スポーツ

２９

《陸上の部》

⑪バランスボール　４月１４日～６月２３

日の火曜日、午後２時３０分～３時３０分

⑫フラダンス　４月１６日～６月２５日の

木曜日、午前９時４５分～１０時４５分

⑬ピラティス　４月１６日～６月２５日の

木曜日、午前１１時～正午

⑭ヨガ　４月１６日～６

月２５日の木曜日、午後

１時～２時

⑮ライトヨガ　４月１６

日～６月２５日の木曜

日、午後２時３０分～３

時３０分

⑯やさしいピラティス　４月１７日～６

月２６日の金曜日、午後３時～４時

ところ　ウエルネスけあぱる

対象者　高校生以上の人

定員　各１５人（ただし、③⑦⑩は各２０

人、⑪は１０人）

参加費　各５０００円　

※施設利用料は別途必要です。  

申し込み　３月６日、午前９時～、

ウエルネスけあぱるへ　

※いずれも申し込み先着順。

居合道体験会

　日本固有の古武道である居合道を通

じて、心身をともに成長させてみませ

んか。

とき　４月５日、午前９時３０分～１１

時３０分

ところ　市民総合体育館２階柔道場

内容　居合演武の見学、居合道の体験

定員　３０人（当日、直接会場へ）

参加費　無料

持ち物　運動のできる服装　

問い合わせ　靏田さん（霞居合会）

〔(２４)６９７６〕

※広告の問い合わせは、株式会社ホープ〔０９２(７１６)１４０４・０９２(７１６)１４６７〕へ。

広告枠



各施設の電話番号は３１ページをご覧ください

※各施設へ電話をされる際には、おかけ間違いのないようにご注意ください。

ウォーキングに参加しません
か

　健康に関しての講習を受講し、本市

の健康推進員の任命を受けている「あ

るこうかい　富田林」のメンバーと一

緒に、ウォーキングをしませんか。

ウォーキングで健康維持・増進を図り

ましょう。

とき・ところ　①３月１１日、午前１０

時＝南海高野線「天見駅」集合、②２５

日、午前9時＝近鉄長野線「富田林

駅」南側ロータリー集合

行き先　①三日市方面、②楠公史跡方面

対象者　市内在住の人

定員　各１５人（申し込み先着順）

申し込み　３月６日～、保険年金課

（内線１５０、１８８）へ　

３０



ヨガ教室

●リフレッシュヨガ教室

とき　３月９日、１６日、２３日、

午前９時３０分～１０時３０分、午前１０時４５

分～１１時４５分

内容　心身のリフレッシュのためのヨガ

●やさしいヨガ教室

とき　３月９日、１６日、午後０時

３０分～１時３０分、午後１時４５分～２時

４５分

内容　心身の健康促進のためのヨガ

ところ　市民総合体育館

対象者　１８歳以上の人

定員　各１０人（申し込み先着順）

参加費　１回５００円　

※ヨガマットは無料で貸し出します。

申し込み　３月６日、午前１０時～、

市民総合体育館へ（電話申し込み可）

春のペアテニス

　親子または友達同士でテニスを楽し

みませんか。

とき　①４月３日、午前１１時～午後

０時２０分、②４日、午前９時３０分～

１０時５０分、③午前１１時～午後０時２０分、

④午後０時４０分～２時、⑤５日、午

前９時３０分～１０時５０分、⑥午前１１時～

午後０時２０分、⑦午後０時４０分～２時

ところ　総合スポーツ公園

対象者　①③⑥４～８歳のペア、９～

１５歳のペア、②⑤４～８歳のペア、④

⑦９～１５歳のペア　※いずれも対象年

齢の子どもと親のペアでも参加可。　

定員　各１０組（申し込み先着順）

参加費　１組２０００円（３人目から１人

につき５００円追加）

申し込み　３月９日、午前９時～、

総合スポーツ公園へ（電話申し込み可）

〔金剛連絡所　 (29) 1401〕

  

小学校校庭遊び場開放事業

　子どもたちに、身近で安全な遊び場

として、小学校の校庭を開放し、交通

事故やその他の危険から守るととも

に、健全な育成を図ることを目的とし

て同事業を実施します。

とき　①３月１５日、４月１９日、午

前１０時～午後４時、②３月２２日、午

前１０時～午後４時

ところ　①富田林小学校、大伴小学校

②寺池台小学校　

対象者　市内在住・在学の子どもとそ

の保護者

問い合わせ　スポーツ振興課〔(２０)

０３９０〕（ただし、当日は市役所へお問い

合わせください）

※団体での占用利用はできません。　

※校区外に出掛けるときは決められた

ルールを守って出掛けましょう。

ゲートボール大会

　市老人クラブ連合会と総合福祉会館

の共催で、同大会を開催します。

とき　３月１８日、午前９時～受け付

け

ところ　津々山台ゲートボール場

対象者　市内在住で６０歳以上の人、障

がい者、母子家庭の人で構成された

チーム　

※１チームの登録人数は５～７人。

定員　２０チーム（申し込み先着順）

参加費　無料

申し込み　３月９日～１６日までに

総合福祉会館へ（電話申し込み不可）

  スポーツ

３１

電話番号＆今月の休館日

※休館日は翌月の５日まで掲載。なお、休

館日以外でも受け付けできない日や時間帯

がありますのでご注意ください。

●市民総合体育館　　　　  (24) 2265

　休みません

●青少年スポーツホール　  (29) 3778

　休みません

●総合スポーツ公園　　　  (35) 2121

　休みません

●図書館

　中央 (25) 4921・金剛 (28) 1171

　３/２、９、１６、２３、３０

　※３/２１（春分の日）は開館します。

●公民館　

　中央 (24) 3333・金剛 (28) 1121

　東 (25) 1772・ 喜志分館 (25) 7966

　３/２、９、１６、２１、２３、３０

●人権文化センター　　　  (24) 0583

　３/１、８、１５、２１、２２、２９、４/５

●児童館　　　　　　　　  (25) 0666

　３/１、８、１５、２１、２２、２９、４/５

●青少年センター(社会教育課)  (24) 1451

　３/２、９、１６、２１、２３、３０

●すばるホール　　　　　  (25) 0222

　３/２、９、１６、２３、３０

●レインボーホール(市民会館)  (25) 1117

　３/４、１１、１８、２５、４/１

●市民公益活動支援センター  (26) 7887

　３/１、７、８、１４、１５、２１、２２、２８、２９、

　４/４、５

●総合福祉会館　　　　　  (25) 8261

　３/２１　

　※毎週木曜日は浴場の利用はできません。

●かがりの郷　　　　　　  (20) 6070

　３/２１

　※毎週月曜日と３/７は浴場の利用はで

　きません。

●けあぱる　　　　　　　  (28) 8600

　ウエルネスけあぱる　 　 (28) 8668

　３/２、９、１６、２３、３０

●農業公園サバーファーム  (35) 3500

　３/２、９、１６、２３、３０

●旧杉山家住宅・寺内町センター  (23) 6117

　じないまち交流館　　　  (26) 0110

　旧田中家住宅　　　　　  (25) 6771

　３/２、９、１６、２３、３０

●消防本部　　　　　　　  (25) 1122

　金剛分署　　　　　　　  (29) 0119

　※４/１～、消防本部の電話番号が

　〔(２３)０１１９〕に変わります。



とときき ３月１４日、１５日、午前１０時～午後４　３月１４日、１５日、午前１０時～午後４時時
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※広告の問い合わせは、株式会社ホープ〔０９２(７１６)１４０４〕・０９２(７１６)１４６７〕へ。

じないまち四季物語2015「春じないまち四季物語2015「春」」

問い合わ問い合わせせ 文化財課（内線508　文化財課（内線508））

とときき ３月１４日、１５日、午前１０時～午後３時３０分（受　３月１４日、１５日、午前１０時～午後３時３０分（受けけ

付けは午後２時３０分まで付けは午後２時３０分まで））

とこところろ 重要文化財旧杉山家住　重要文化財旧杉山家住宅宅

定定員員 １５０人（当日、直接会場へ　１５０人（当日、直接会場へ））

参加参加費費 ８００円（６～１６歳未満は６００円、入館料含む　８００円（６～１６歳未満は６００円、入館料含む））

※同住宅では、３月２１日までひな人形を展示しています※同住宅では、３月２１日までひな人形を展示しています。。

重要文化財旧杉山家住宅重要文化財旧杉山家住宅でで

江戸時代のひな人形を囲んで、お茶を飲み　江戸時代のひな人形を囲んで、お茶を飲みまま

せんか。小品花展も同時に開催しますせんか。小品花展も同時に開催します。。

を開を開催催「おひなまつり（お茶会）「おひなまつり（お茶会）」」

問い合わ問い合わせせ　

じないまち四季物語実行委員会事務局〔080(6205)4540じないまち四季物語実行委員会事務局〔080(6205)4540〕〕

じないまち交流館〔(26)0110じないまち交流館〔(26)0110〕〕
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